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は
じ
め
に

一
九
二
二
年
四
月
、
北
京
郊
外
の
清
華
大
学
で
、
世
界
キ
リ
ス
ト
教
学
生
同
盟
大

会
が
開
催
さ
れ
た①
。
そ
の
こ
と
を
事
前
に
知
っ
た
上
海
の
学
生
た
ち
は
、
大
会
の
開

催
に
反
対
す
る
非
宗
教
学
生
大
同
盟
運
動
を
結
成
し
、
教
会
と
教
会
系
学
校
へ
の
攻

撃
を
開
始
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
北
京
・
南
京
・
広
州
な
ど
沿
岸
諸
都

市
で
は
反
キ
リ
ス
ト
教
団
体
が
結
成
さ
れ
、
全
国
的
な
規
模
の
反
キ
リ
ス
ト
教
運
動

が
起
こ
っ
た
。
山
本
澄
子
氏
は
、
こ
の
反
キ
リ
ス
ト
教
運
動
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の

は
、
科
学
と
民
主
主
義
を
指
導
理
念
と
す
る
新
文
化
運
動
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る②
。

そ
し
て
、
一
九
二
二
年
の
反
キ
リ
ス
ト
教
運
動
の
主
張
は
、
宗
教
反
対
の
根
拠
を
科

学
と
合
理
主
義
に
置
い
て
い
る
点
に
お
い
て
、
新
文
化
運
動
の
思
想
と
相
通
じ
る
も

の
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

一
九
二
二
年
の
反
キ
リ
ス
ト
教
運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、
後
に
仏

化
新
青
年
会
と
改
称
さ
れ
る
、
北
京
平
民
大
学
新
仏
化
青
年
団
が
北
京
で
結
成
さ
れ

た
。
そ
の
団
体
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
張
宗
載
と
甯
達
蘊
と
い
う
二
人
の
青
年
で

あ
る
。
彼
ら
は
仏
化
運
動
と
称
す
る
運
動
を
中
国
各
地
で
提
唱
し
、
キ
リ
ス
ト
教
批

判
を
行
い
、
各
地
で
仏
化
新
青
年
会
の
支
部
を
設
立
し
よ
う
と
し
た
。
二
人
は
と
も

に
、
中
国
近
代
に
お
け
る
仏
教
改
革
運
動
の
提
唱
者
と
し
て
知
ら
れ
る
太
虚

（
一
八
八
九
〜
一
九
四
七
）
が
主
宰
す
る
仏
教
教
育
機
関
、武
昌
仏
学
院
で
学
ん
だ
者
で

あ
っ
た
。
一
九
二
五
年
一
一
月
、
二
人
は
太
虚
と
と
も
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
東
亜

仏
教
大
会
に
も
参
加
し
、
こ
こ
で
も
仏
化
運
動
を
唱
え
た
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
仏
化

新
青
年
会
で
は
「
全
国
の
青
年
男
女
の
入
会
者
が
、
三
年
も
し
な
い
う
ち
に
一
万
人

余
り
に
達
し
、
廈
門
・
太
原
・
上
海
・
綏
遠
・
包
頭
・
武
漢
・
泉
州
な
ど
の
地
で
支

部
会
が
成
立
し
た
」③
と
い
う
。
瞬
く
間
に
中
国
各
地
へ
広
が
っ
た
と
さ
れ
る
こ
の
仏

化
新
青
年
会
に
つ
い
て
、
当
時
の
中
国
仏
教
界
と
の
交
流
が
深
く
、
ま
た
東
亜
仏
教

大
会
の
開
催
に
も
携
わ
っ
た
日
本
人
の
水
野
梅
暁
（
一
八
七
八
〜
一
九
四
九
）
は
、
近

い
将
来
、
中
国
で
唯
一
の
教
化
団
体
と
な
る
だ
ろ
う
、
と
大
会
翌
年
に
発
行
し
た
自

著
で
期
待
を
込
め
て
述
べ
て
い
る④
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
仏
化
新
青
年
会
に
対
し
て

は
、「
時
勢
の
つ
く
っ
た
英
雄
だ
」⑤
と
い
う
批
判
も
当
時
か
ら
存
在
し
て
い
た
。

仏
化
新
青
年
会
に
つ
い
て
は
、
台
湾
仏
教
に
与
え
た
影
響
な
ど
に
関
す
る
考
察
を

行
っ
た
江
燦
騰
氏
の
研
究⑥
や
、
仏
化
新
青
年
会
に
関
す
る
資
料
を
紹
介
し
な
が
ら
簡

単
な
所
見
を
述
べ
た
王
見
川
氏
の
研
究⑦
以
外
に
専
論
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

ず
、
多
く
は
漢
口
や
北
京
に
お
け
る
太
虚
の
活
動
に
関
す
る
研
究
の
一
部
と
し
て
言

及
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る⑧
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
仏
化
新
青
年
会
の
唱
え
た
仏

化
運
動
に
つ
い
て
、
改
革
的
な
そ
の
思
想
や
方
法
に
、
新
文
化
運
動
で
『
新
青
年
』

を
支
持
し
た
者
た
ち
の
急
進
的
な
活
動
と
類
似
点
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る⑨
。

だ
が
主
張
内
容
の
分
析
や
究
明
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。

仏
化
新
青
年
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
王
見
川
氏
が
、（
1
）
中
国
講
演
に
来
た
イ

ン
ド
の
詩
人
・
思
想
家
の
ラ
ビ
ー
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル（
一
八
六
一
〜
一
九
四
一
）

一
九
二
〇
年
代
の
仏
化
新
青
年
会
と
五
四
新
文
化
運
動

大　
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を
歓
迎
し
た
こ
と
、（
2
）「
仏
化
新
青
年
会
世
界
宣
伝
隊
」
を
組
織
し
、
積
極
的
に

「
仏
化
世
界
」
を
宣
揚
し
た
こ
と
、（
3
）
東
亜
仏
教
大
会
へ
参
加
し
た
こ
と
の
三
点

を
、
最
も
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る⑩
。
ま
た
釈
東
初
氏
は
、
仏
化
新
青
年

会
は
そ
も
そ
も
在
家
仏
教
者
で
あ
る
居
士
を
主
体
と
し
た
も
の
だ
っ
た
た
め
、
仏
教

制
度
に
対
す
る
考
え
方
に
開
き
が
あ
り
、
仏
教
の
立
場
や
伝
統
的
制
度
と
は
異
な
る

仏
教
改
革
を
主
張
し
た
と
指
摘
し
て
い
る⑪
。
そ
の
一
方
で
釈
東
初
氏
は
、
仏
化
新
青

年
会
と
は
、
仏
教
が
当
時
の
時
代
の
要
求
に
応
え
る
た
め
、
新
し
い
活
動
を
行
っ
て

生
き
残
り
を
図
ろ
う
と
し
た
、
極
端
な
一
例
だ
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る⑫
。
こ
う
し
た

彼
ら
の
主
張
や
思
想
内
容
に
関
し
て
は
、
太
虚
の
弟
子
の
印
順
に
よ
る
、「
仏
教
の
信

仰
や
理
解
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
評
も
あ
る⑬
。

単
な
る
仏
教
団
体
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
は
で
き
な
い
側
面
を
持
つ
仏
化
新
青
年

会
と
は
、
い
っ
た
い
如
何
な
る
団
体
で
あ
り
、
ま
た
如
何
な
る
理
由
で
「
時
勢
の
つ

く
っ
た
英
雄
」
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
稿
で
は
こ
う
し
た

問
題
に
つ
い
て
、彼
ら
の
述
べ
る
仏
化
団
体
の
設
立
理
由
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、

彼
ら
の
主
張
内
容
や
そ
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
い
。
そ
し
て
五
四

新
文
化
運
動
期
以
降
に
出
現
し
た
新
思
潮
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
し
な
が
ら
、

彼
ら
を
如
何
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
、
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

第
一
章　

 

張
宗
載
・
甯
達
蘊
の
活
動
と
北
京
・
武
漢
に
お
け
る

仏
化
新
青
年
会

本
章
で
は
先
行
研
究⑭
に
基
づ
き
な
が
ら
、
張
宗
載
・
甯
達
蘊
が
仏
化
新
青
年
会
と

し
て
行
動
を
開
始
し
た
漢
口
や
北
京
な
ど
で
の
活
動
を
中
心
に
、
当
時
の
彼
ら
を
取

り
ま
く
様
々
な
状
況
や
彼
ら
の
経
歴
に
つ
い
て
整
理
を
行
い
つ
つ
、
改
め
て
概
観
し

て
お
き
た
い
。

張
宗
載
と
甯
達
蘊
は
、
二
人
と
も
四
川
省
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

⑮
。
だ
が
王
見
川
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、特
に
甯
達
蘊
の
経
歴
を
知
る
上
で
参

考
と
な
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い⑯
。
甯
達
蘊
の
生
年
を
考
え
る
上
で
参
考

と
な
る
資
料
と
し
て
は
、
以
下
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
一
つ
目
は
、「
私
は
な

ぜ
仏
教
を
学
ぶ
の
か
？
」（『
仏
化
新
旬
刊
』
第
一
二
期
、
一
九
二
二
年
一
〇
月
発
行
）
と

い
う
文
章
に
、「
童
年
よ
り
い
ま
二
十
有
二
に
至
り
」
と
自
ら
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ

る⑰
。
二
つ
目
は
、「
三
年
間
仏
化
運
動
を
し
て
き
た
感
想
」（『
海
潮
音
』
第
七
巻
第
一

期
、
一
九
二
六
年
三
月
発
行
）
に
、「
達
蘊
は
生
ま
れ
て
二
四
年
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
も
の
で
あ
る⑱
。
そ
し
て
三
つ
目
は
、「
五
年
間
仏
化
運
動
を
し
た
感
想
」（『
仏
音
』

第
三
年
第
五
期
、一
九
二
六
年
五
月
発
行
）
に
、「
達
蘊
は
生
ま
れ
て
二
五
年
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る⑲
。
こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、
甯
達
蘊
の
生
年
は
、
一
九
〇
〇

年
、
一
九
〇
一
年
、
一
九
〇
二
年
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
の
張
宗
載
に
関
し
て
は
、『
仏
音
』
第
三
年
第
七
・
八
期
号
（
一
九
二
六
年
八
月

発
行
）
に
発
表
し
た
「
三
十
自
序
歌
」
で
、
自
身
の
経
歴
を
振
り
返
っ
て
い
る⑳
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
張
宗
載
の
生
年
は
一
八
九
六
年
で
あ
り
、
原
名
を
張
善
雄
と
い
っ
た
。

「
宗
載
」
と
い
う
名
は
、宋
代
の
儒
者
で
あ
る
張
載
（
一
〇
二
〇
〜
一
〇
七
七
）㉑
に
ち
な

ん
だ
も
の
と
い
う
。
嘉
州
中
学
を
卒
業
後
、
四
川
公
立
法
政
専
門
学
校
で
法
律
学
や

政
治
学
な
ど
を
学
ん
だ
。法
政
専
門
学
校
の
在
学
中
に
五
四
運
動
の
風
潮
が
高
ま
り
、

張
宗
載
は
青
年
同
志
を
集
め
、
救
国
運
動
に
奔
走
し
た
。
救
国
運
動
で
は
、
四
川
省

の
各
地
で
時
代
の
趨
勢
に
関
す
る
講
演
に
駆
け
回
っ
た
。
一
九
一
九
年
、
上
海
滞
在

中
に
ロ
シ
ア
革
命
が
起
こ
り
、
こ
れ
に
感
銘
を
受
け
た
張
宗
載
は
、
二
〇
名
余
り
の

仲
間
と
ロ
シ
ア
留
学
を
試
み
た
。
だ
が
、
当
時
は
ロ
シ
ア
と
中
国
が
国
交
を
断
絶
し

て
い
た
た
め
、
満
洲
付
近
で
逮
捕
さ
れ
た
後
、
黒
竜
江
で
投
獄
さ
れ
た
。
二
ヶ
月
ほ

ど
獄
中
生
活
を
送
っ
た
後
、
一
九
二
〇
年
三
月
、
無
罪
と
な
っ
て
出
獄
し
た
。
黒
竜

江
よ
り
戻
っ
た
彼
は
、
上
海
で
三
ヶ
月
ほ
ど
過
ご
し
た
。
そ
の
後
、
四
川
省
長
の
楊

滄
伯
な
ど
の
援
助
を
得
て
北
京
の
朝
陽
大
学
に
入
り
、
法
律
学
の
勉
強
を
再
開
し
た㉒
。

北
京
で
は
法
律
学
を
学
ぶ
傍
ら
、
平
民
大
学
で
文
学
・
哲
学
・
仏
学
を
学
ん
だ
。
こ
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の
頃
よ
り
思
想
が
大
き
く
変
化
し
た
と
、
彼
自
身
は
述
べ
て
い
る
。

一
九
二
二
年
、
張
宗
載
は
平
民
大
学
で
、
甯
達
蘊
ら
二
〇
名
余
り
と
と
も
に
「
北

京
平
民
大
学
新
仏
化
青
年
団
」
を
興
し
た
。
こ
れ
は
平
民
大
学
で
仏
学
を
学
ぶ
仲
間

た
ち
が
、
北
京
・
天
津
・
上
海
・
湖
北
な
ど
の
各
大
学
で
仏
学
や
哲
学
を
学
ぶ
者
た

ち
と
、
連
絡
し
合
っ
て
組
織
し
た
も
の
だ
っ
た㉓
。
同
年
五
月
に
各
地
の
青
年
に
向
け

て
発
行
さ
れ
た
『
新
仏
化
旬
刊
』
は㉔
、
第
一
〇
期
ま
で
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
で
あ
り
、

第
一
一
期
か
ら
は
冊
子
と
な
っ
て
、
第
一
二
期
（
一
九
二
二
年
一
〇
月
）
ま
で
出
版
さ

れ
た㉕
。

そ
の
『
新
仏
化
旬
刊
』
第
一
二
期
号
に
は
、
先
に
も
紹
介
し
た
甯
達
蘊
の
「
私
は

な
ぜ
仏
教
を
学
ぶ
の
か
？
」
と
い
う
文
章
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
甯
達

蘊
は
太
虚
の
言
葉
に
深
く
感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
た
め
、
一
切
を
棄
て
て
仏
教
を
学

ぶ
こ
と
を
心
に
誓
っ
た
、と
述
べ
て
い
る㉖
。
そ
し
て
、一
九
二
二
年
九
月
当
時
「
二
十

有
二
」
歳
だ
っ
た
甯
達
蘊
は
、
当
時
二
六
歳
だ
っ
た
張
宗
載
と
と
も
に
、
太
虚
〔
当

時
三
四
歳
：
筆
者
注
〕
が
開
校
し
た
仏
教
学
校
、
武
昌
仏
学
院
へ
入
学
し
た㉗
。

武
昌
仏
学
院
は
、
従
来
の
徒
弟
制
に
基
づ
い
て
僧
侶
を
養
成
す
る
の
で
は
な
く
、

一
般
の
学
校
の
よ
う
に
教
科
書
を
用
い
な
が
ら
授
業
を
行
う
と
い
う
、
当
時
で
は
画

期
的
な
仏
教
教
育
機
関
だ
っ
た㉘
。
そ
の
目
的
は
、
出
家
・
在
家
を
問
わ
ず
仏
教
に
志

あ
る
者
を
受
け
入
れ
、仏
教
を
広
め
世
に
役
立
つ
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

教
育
内
容
は
ほ
と
ん
ど
禅
宗
寺
院
で
の
修
行
に
等
し
い
も
の
だ
っ
た
が㉙
、
仏
教
学
だ

け
で
な
く
、
西
洋
の
心
理
学
や
哲
学
、
生
物
学
な
ど
、
従
来
の
仏
教
教
育
に
は
な
い

講
義
も
行
わ
れ
た㉚
。
ま
た
日
本
語
と
英
語
が
必
修
と
さ
れ
、
印
度
哲
学
は
日
本
語
で

講
義
し
た
。
こ
う
し
た
武
昌
仏
学
院
は
当
時
の
青
年
僧
侶
の
憧
れ
と
さ
れ
、
後
に
創

設
さ
れ
た
閩
南
仏
学
院
な
ど
多
く
の
仏
教
学
校
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
そ
の
影
響
力

の
大
き
さ
か
ら
、武
昌
仏
学
院
は
仏
教
界
の
「
黄
埔
軍
官
学
校
」
と
も
呼
ば
れ㉛
、現
代

に
至
る
ま
で
中
国
大
陸
や
台
湾
、
香
港
に
お
い
て
も
そ
の
流
れ
を
く
む
者
は
少
な
く

な
い
と
い
わ
れ
る32
。
開
校
時
に
は
、
定
員
六
〇
名
の
所
に
百
名
余
り
が
集
ま
っ
た
と

い
う33
。
第
一
期
生
と
し
て
武
昌
仏
学
院
に
入
学
し
た
張
宗
載
と
甯
達
蘊
は
、
そ
の
同

期
生
の
中
に
彼
ら
の
賛
同
者
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
賛
同
者
た
ち
は
、

後
に
仏
化
新
青
年
会
の
主
要
な
構
成
員
と
な
っ
て
い
っ
た34
。

こ
の
武
昌
仏
学
院
の
創
設
を
支
援
し
た
の
は
、
主
に
李
隠
塵
や
陳
元
白
な
ど
の
熱

心
な
在
家
仏
教
徒
を
中
心
と
し
た
、漢
口
仏
教
会
だ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
一
二
月
に
、

李
隠
塵
を
会
長
と
す
る
漢
口
仏
教
会
が
成
立
し
た
の
は35
、
李
隠
塵
ら
が
太
虚
を
漢
口

に
招
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た36
。
李
隠
塵
ら
は
、
創
設
さ
れ
た
武
昌
仏
学
院
に

お
い
て
も
理
事
会
を
担
っ
た37
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
太
虚
主
宰
の
仏
教
雑
誌
で
あ

る
『
海
潮
音
』
の
編
集
所
も
、
や
が
て
漢
口
に
移
さ
れ
た38
。
李
隠
塵
や
陳
元
白
な
ど

の
社
会
的
に
有
力
な
在
家
信
徒
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
太
虚
は
漢
口
や
武
昌
で
の

布
教
活
動
に
成
功
し
、
ま
た
当
地
は
重
要
な
拠
点
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
漢
口
仏
教
会
内
で
、
太
虚
は
張
宗
載
・
甯
達
蘊
に
青
年
会
の
運
動
を
行
わ
せ

た39
。
張
宗
載
・
甯
達
蘊
は
、
釈
迦
の
生
誕
を
祝
う
四
月
八
日
の
灌か

ん
ぶ
つ
え

仏
会
な
ど
に
武
漢

各
地
で
講
演
を
行
い40
、
印
刷
物
を
配
り
、
支
持
者
を
多
く
得
て
い
っ
た41
。
そ
の
結
果

彼
ら
は
、
一
九
二
二
年
一
二
月
、
漢
口
に
集
ま
っ
た
賛
同
者
の
も
と
で
、
こ
れ
ま
で

の
北
京
平
民
大
学
新
仏
化
新
青
年
団
を
社
会
団
体
と
し
て
改
編
し
、
名
称
も
「
仏
化

新
青
年
会
」に
改
称
し
た
。
仏
化
新
青
年
会
の
名
称
は
、太
虚
が
命
名
し
た
も
の
だ
っ

た
と
い
う42
。
総
合
事
務
所
は
漢
口
に
置
か
れ
、
総
幹
事
に
は
張
宗
載
が
就
任
し
た
。

ま
た
こ
れ
ま
で
の
『
新
仏
化
旬
刊
』
は
、
甯
達
蘊
の
編
集
の
も
と
、
月
刊
誌
の
『
仏

化
新
青
年
』
に
改
め
ら
れ
、
一
九
二
三
年
三
月
、
創
刊
号
が
出
版
さ
れ
た
。『
仏
化
新

青
年
』
を
創
刊
す
る
際
に
は
、
太
虚
や
陳
元
白
も
資
金
を
援
助
し
た43
。

続
い
て
同
年
五
月
、
仏
化
新
青
年
会
の
事
務
所
は
、
漢
口
か
ら
北
京
の
象
坊
橋
観

音
寺
に
移
さ
れ
た
。
同
会
が
北
京
に
移
動
し
た
後
も
、
漢
口
は
重
要
な
地
方
組
織
と

し
て
残
っ
た
。
移
動
先
の
北
京
で
は
、
太
虚
を
支
援
し
て
い
た
前
福
建
省
長
の
胡
子

笏
な
ど
が
、
運
営
費
の
援
助
を
行
っ
た44
。
仏
化
新
青
年
会
は
、
北
京
に
移
っ
て
か
ら

も
太
虚
を
「
本
会
の
導
師
」
と
仰
ぎ
、
太
虚
を
慕
い
続
け
た45
。
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そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
太
虚
は
、
江
西
省
の
廬
山
で
第
一
回
世
界
仏
教
大
会
を

開
催
し
た
。
一
九
二
三
年
六
月
に
開
か
れ
た
大
会
で
は
、
日
本
か
ら
大
谷
大
学
教
授

の
稲
葉
円
成46
（
一
八
八
一
〜
一
九
五
〇
）
が
参
加
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
太
虚
も

講
演
を
行
っ
た
。
聴
衆
は
二
百
人
ほ
ど
集
ま
り
、
そ
の
う
ち
僧
侶
は
十
数
人
、
西
洋

人
は
二
〇
人
余
り
、
日
本
人
は
五
〜
六
人
だ
っ
た47
。
第
二
回
大
会
は
翌
年
七
月
に
同

じ
く
廬
山
で
開
催
さ
れ
、
日
本
か
ら
は
法
隆
寺
管
長
の
佐
伯
定
胤48
（
一
八
六
七
〜

一
九
五
二
）
と
、
イ
ン
ド
哲
学
専
門
の
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
木
村
泰
賢49
（
一
八
八
一

〜
一
九
三
〇
）
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
た50
。
第
三
回
大
会
は
東
京
の
増
上
寺
で
、

一
九
二
五
年
一
一
月
、
東
亜
仏
教
大
会
と
い
う
名
称
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
、

中
国
か
ら
太
虚
ら
二
七
名
、
朝
鮮
か
ら
八
名
、
台
湾
か
ら
四
名
が
呼
ば
れ
た51
。
当
時

の
日
本
で
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
日
本
側
の
一
般
参
加
者
を
含
め
て
総
勢
千
五
百
名
ほ

ど
が
集
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る52
。

だ
が
、
世
界
仏
教
連
合
会
に
お
け
る
中
国
人
会
員
の
多
く
は
、
漢
口
仏
教
会
や
武

昌
仏
教
会
の
会
員
た
ち
で
あ
っ
た53
。
太
虚
に
と
っ
て
漢
口
仏
教
会
や
武
昌
仏
教
会
と

は
、
武
昌
仏
学
院
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
り
、
ま
た
重
要
な
支
持
基
盤
で
も
あ
っ
た54
。

太
虚
が
世
界
仏
教
連
合
会
を
設
立
し
よ
う
と
し
た
の
も
漢
口
で
あ
り
、
後
に
事
務
局

が
置
か
れ
た
の
も
漢
口
の
栖
隠
寺
お
よ
び
大
林
寺
だ
っ
た55
。
つ
ま
り
太
虚
の
始
め
た

世
界
仏
教
連
合
会
と
は
、
太
虚
の
支
持
者
を
基
盤
と
し
た
組
織
だ
っ
た
。

張
宗
載
・
甯
達
蘊
は
こ
の
世
界
仏
教
大
会
に
お
い
て
、
仏
化
新
青
年
会
と
し
て
参

加
し
た
。
一
九
二
三
年
六
月
に
は
連
合
会
の
青
年
部
と
し
て
世
界
仏
化
新
青
年
会
が

組
織
さ
れ56
、
宣
伝
隊
を
組
み
北
京
な
ど
で
宣
伝
活
動
を
行
っ
た57
。
ま
た
太
虚
や
仏
化

新
青
年
会
を
支
援
し
た
、
湖
北
省
黄
陂
県
知
事
の
謝
鑄
陳
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
学
校

や
監
獄
な
ど
で
講
演
活
動
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た58
。

第
三
回
の
東
亜
仏
教
大
会
に
は
、
太
虚
ら
と
と
も
に
彼
ら
も
参
加
し
、
日
本
で
も

仏
化
を
訴
え
た
。
同
年
一
一
月
に
は
京
都
を
訪
れ
、妙
心
寺
で
緒
方
宗
博59
（
一
九
〇
一

〜
一
九
七
三
）
を
代
表
と
す
る
臨
済
宗
大
学
〔
現
、花
園
大
学
〕
の
学
生
数
百
人
か
ら
、

歓
迎
を
受
け
た60
。
そ
の
夜
に
は
、南
禅
寺
で
鎌
田
禅
商61
な
ど
の
学
生
の
来
訪
を
受
け
、

意
気
投
合
し
た
彼
ら
は
、「
日
本
仏
化
新
青
年
会
」
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

う
。
彼
ら
は
日
本
を
訪
れ
た
そ
の
足
で
、
同
年
一
一
月
末
に
台
湾
へ
渡
り62
、
翌
月
に

台
湾
を
離
れ
る
ま
で
の
間
、
各
地
で
歓
迎
を
受
け
、
仏
法
を
説
い
て
回
っ
た
。

一
九
二
三
年
九
月
、
日
本
で
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
早
く
も
半
月
後

に
仏
化
新
青
年
会
と
し
て
「
籌
賑
日
本
災
黎
会
」
を
組
織
し63
、『
仏
化
新
青
年
』
や

『
海
潮
音
』
で
募
金
を
呼
び
か
け
た64
。
翌
年
彼
ら
は
銀
貨
二
百
元
を
寄
付
し
、日
本
公

使
館
よ
り
感
謝
の
書
簡
を
送
ら
れ
て
い
る65
。
一
九
二
四
年
四
月
に
は
、
北
京
の
法
源

寺
を
訪
れ
た
イ
ン
ド
の
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
を
太
虚
ら
と
と
も
に
迎
え
、
仏
化
新
青
年
会

と
し
て
歓
迎
会
を
行
っ
た66
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
仏
化
新
青
年
』
第
二
巻
第
二
号
で

も
大
々
的
な
特
集
号
を
組
ん
で
取
り
あ
げ
た
。

仏
教
改
革
運
動
の
提
唱
者
と
し
て
名
高
い
太
虚
に
武
昌
仏
学
院
で
学
び
、
ま
た
仏

化
運
動
が
速
や
か
に
全
国
へ
と
広
が
る
こ
と
を
太
虚
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
た
張
宗

載
・
甯
達
蘊
の
仏
化
新
青
年
会
は67
、
活
動
範
囲
や
規
模
を
大
き
く
展
開
さ
せ
て
い
っ

た
。
国
内
外
の
多
く
の
人
々
が
興
味
を
示
し
、「
三
千
余
人
が
加
入
し
た
」68
と
述
べ
る

仏
化
新
青
年
会
を
率
い
た
張
宗
載
と
甯
達
蘊
は
、
瞬
く
間
に
各
地
の
仏
教
者
か
ら
注

目
を
集
め
る
存
在
と
な
っ
た
。

第
二
章　

仏
化
新
青
年
会
の
設
立
理
由
と
そ
の
背
景

で
は
、
瞬
く
間
に
仏
教
界
で
注
目
を
集
め
た
仏
化
新
青
年
会
と
は
、
い
っ
た
い
如

何
な
る
団
体
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
仏
化
団
体
を
興
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
張
宗

載
、
甯
達
蘊
、
ま
た
静
観
と
い
う
筆
名
の
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
以
下
に
示
す

四
項
目
の
要
因
を
記
し
て
い
る69
。
だ
が
そ
の
う
ち
、
仏
教
に
直
接
言
及
し
て
い
る
の

は
、
第
四
番
目
の
要
因
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
章
で
は
、
こ
の
第
四
番

目
の
要
因
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
最
初
の
三
項
目
の
要
因
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
た
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い
。
そ
し
て
仏
化
新
青
年
会
の
活
動
動
機
や
そ
の
背
景
を
分
析
し
な
が
ら
、
彼
ら
の

主
張
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

ま
ず
彼
ら
が
仏
化
運
動
を
始
め
た
第
一
の
要
因
と
は
、「
欧
州
大
戦
が
終
わ
り
を
告

げ
た
後
、
物
質
文
明
は
齟
齬
を
き
た
し
始
め
、
人
心
は
乱
れ
、
精
神
的
な
不
安
と
混

乱
に
陥
っ
た
」70
と
考
え
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
彼
ら
は
第
一
次
世
界
大
戦
を
、「
四
年
余

り
で
三
〜
四
千
万
の
人
が
殺
さ
れ
た
」
悲
惨
で
凄
ま
じ
い
も
の
に
な
っ
た
と
見
な
し

て
い
た71
。
甯
達
蘊
は
こ
の
大
戦
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
読
者
に
訴
え
か
け
た
。

　

 

諸
君
に
は
、
欧
州
で
の
空
前
の
大
戦
が
、
科
学
の
結
果
が
も
た
ら
し
た
も
の
か
否

か
、
よ
く
考
え
て
欲
し
い
。
科
学
が
際
限
な
く
罪
や
悪
を
産
み
出
す
こ
と
は
、
現

在
世
界
中
で
知
ら
れ
て
い
る
。
科
学
の
効
用
は
、物
質
面
で
は
一
概
に
否
定
で
き

な
い
。
だ
が
結
局
、
科
学
の
欠
陥
を
覆
い
隠
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る72
。

静
観
も
ま
た
、「
第
一
次
大
戦
後
、
物
質
文
明
は
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」73
と
振

り
返
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
う
し
た
彼
ら
の
見
解
は
、
必
ず
し
も
彼
ら
特
有
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
。

一
九
一
八
年
一
一
月
に
終
結
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
中
国
の
知
識
人
た
ち
に

西
洋
諸
国
の
「
科
学
」
に
対
す
る
不
信
感
を
芽
生
え
さ
せ
た74
。
そ
れ
は
、「
科
学
に
基

づ
く
技
術
」
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た
毒
ガ
ス
や
戦
車
、
潜
水
艦
、
飛
行
機
な
ど
の
近

代
兵
器
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、甚
大
な
惨
禍
が
も
た
ら
さ
れ
た
た
め
だ
っ
た
。

一
部
の
知
識
人
は
、
科
学
の
発
達
が
統
御
を
失
っ
た
か
に
見
え
る
西
洋
文
明
そ
の
も

の
に
対
す
る
不
信
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

そ
の
口
火
を
切
っ
た
の
は
、一
九
二
〇
年
に
著
さ
れ
た
梁
啓
超
の
『
欧
游
心
影
録
』

と
さ
れ
る75
。「
欧
州
人
は
「
科
学
万
能
」
の
夢
を
見
た
が
、今
は
「
科
学
の
破
産
」
を

公
言
し
て
い
る
」76
と
、梁
啓
超
は
科
学
万
能
主
義
の
限
界
を
宣
言
し
た
。
そ
れ
以
降
、

一
部
の
知
識
人
た
ち
は
、
科
学
に
基
づ
く
西
洋
物
質
文
明
を
疑
問
視
す
る
態
度
を
表

し
始
め
た
。
そ
の
『
欧
游
心
影
録
』
に
お
い
て
梁
啓
超
は
、「
宗
教
と
旧
哲
学
は
す
で

に
科
学
に
よ
っ
て
打
ち
破
ら
れ
、
旗
幟
は
乱
れ
、「
科
学
先
生
」
が
代
わ
り
に
ふ
る
い

立
」
っ
て
い
る77
。
そ
の
た
め
人
々
は
善
悪
の
基
準
を
失
っ
て
「
全
社
会
の
人
心
は
懐

疑
・
沈
鬱
・
危
惧
に
陥
り
、
羅
針
盤
を
失
っ
た
船
が
洋
上
で
風
や
霧
に
遭
っ
た
時
の

よ
う
に
進
路
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
」
と
述
べ
た
。

仏
化
新
青
年
会
が
第
一
の
要
因
で
示
し
た
、
欧
州
大
戦
後
の
物
質
文
明
に
対
す
る

不
信
感
や
中
国
社
会
で
の
人
心
の
混
乱
と
い
う
認
識
は
、
ま
さ
に
梁
啓
超
の
こ
う
し

た
論
調
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
。

続
い
て
彼
ら
が
挙
げ
た
第
二
の
要
因
も
、
梁
啓
超
の
『
欧
游
心
影
録
』
と
無
関
係

で
は
な
か
っ
た
。
甯
達
蘊
は
第
二
の
要
因
を
、「
中
国
の
玄
学
は
偽
り
と
さ
れ
、
心
物

に
つ
い
て
の
論
争
や
騒
ぎ
は
収
ま
ら
ず
、
学
術
の
潮
流
は
帰
着
す
る
所
が
な
く
、
宇

宙
や
人
生
〔
の
問
題
〕
は
解
明
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
」78
と
述
べ
て
い
る
。
甯
達
蘊

は
こ
れ
に
、「
上
海
某
書
店
が
出
す
『
人
生
観
之
論
戦
』
の
一
書
を
知
る
べ
き
で
あ

る
」
と
つ
け
加
え
て
い
る
。
こ
の
『
人
生
観
之
論
戦
』
と
は
、
上
海
泰
東
図
書
局
の

郭
夢
良
が
編
輯
し
、
一
九
二
三
年
一
二
月
に
出
版
さ
れ
た
論
集
を
指
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

『
人
生
観
之
論
戦
』
は
、一
九
二
〇
年
代
の
中
国
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
一
大
学
術

論
争
で
あ
る
、「
科
学
と
人
生
観
論
争
」
で
発
表
さ
れ
た
文
章
三
〇
篇
を
集
め
て
出
版

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
科
学
と
玄
学
論
争
」
と
も
「
科
学
と
形
而
上
学
と
の
争
い
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
論
争
は79
、
一
九
二
三
年
二
月
に
憲
法
学
者
で
知
ら
れ
る
張

君

が
清
華
大
学
で
「
人
生
観
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
の
に
対
し
、
地
質
学
者

の
丁
文
江
が
、同
年
四
月
『
努
力
週
報
』
の
「
玄
学
と
科
学
―
張
君

の
「
人
生
観
」

を
評
す
」
で
反
論
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る80
。
こ
の
「
科
玄
論
争
」
に
は
多
く
の
論

者
が
参
加
し
、
張
君

を
代
表
と
す
る
「
玄
学
派
」
の
論
者
た
ち
は
、
科
学
は
人
生

問
題
の
解
決
に
何
ら
貢
献
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
科
学
や
科
学
文
明

を
批
判
し
た81
。
そ
れ
に
対
し
、
丁
文
江
や
胡
適
ら
は
玄
学
を
批
判
し
、
科
学
的
人
生

観
を
唱
え
て
科
学
擁
護
の
立
場
に
立
っ
た
。『
人
生
観
之
論
戦
』に
は
張
君

に
よ
る

序
文
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
は
玄
学
派
の
立
場
か
ら
編
ま
れ
た
も
の
と
位
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置
づ
け
ら
れ
て
い
る82
。
一
方
で
一
九
二
三
年
一
一
月
に
は
、
上
海
亜
東
図
書
館
の
汪

孟
鄒
に
よ
り
、論
争
で
発
表
さ
れ
た
主
な
文
章
二
九
篇
を
集
め
た
『
科
学
与
人
生
観
』

が
公
刊
さ
れ
た
。『
科
学
与
人
生
観
』
で
序
文
を
書
い
た
の
は
、
陳
独
秀
と
胡
適
の

各
々
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
は
『
人
生
観
之
論
戦
』
と
比
べ
て
、「
科
学
派
」
の
立
場

か
ら
編
ま
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
甯
達
蘊
が
『
科
学
与
人
生
観
』
で

は
な
く
、『
人
生
観
之
論
戦
』
を
取
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
は
、
甯
達
蘊
が
科
学
派
よ
り

も
玄
学
派
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
科
玄
論
争
に
対
す
る
仏
化
新

青
年
会
の
立
場
が
こ
こ
か
ら
伺
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
科
学
と
人
生
観
論
争
は
、
い
わ
ゆ
る
「
東
西
文
化
論
争
」
に
連

な
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
東
西
文
化
論
争
に
つ
い
て
は
、
梁
啓
超
の
『
欧

游
心
影
録
』
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
続
い
て
一
九
二
一
年
に
発
表
さ
れ
た
梁
漱
溟
の

『
東
西
文
化
及
其
哲
学
』
を
受
け
て
様
々
な
議
論
が
巻
き
起
こ
り
、科
学
と
人
生
観
論

争
に
ま
で
繋
が
っ
た
、
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い83
。
だ
が
五
四
新
文
化
運
動

の
始
ま
っ
た
一
九
一
五
年
に
、『
新
青
年
』
主
編
の
陳
独
秀
・
李
大
釗
等
と
『
東
方
雑

誌
』
主
編
の
杜
亜
泉
等
と
の
間
で
、
東
西
文
化
論
争
が
始
ま
っ
た
と
す
る
見
方
も
あ

る84
。
ま
た
科
学
と
人
生
観
論
争
を
、
広
義
の
東
西
文
化
論
争
期
に
位
置
づ
け
よ
う
と

す
る
見
解
も
あ
る85
。「
近
百
年
来
の
す
べ
て
の
中
国
人
の
心
を
と
ら
え
た
」86
と
銭
穆
も

評
す
る
よ
う
に
、
こ
の
東
西
文
化
を
め
ぐ
る
論
争
に
は
、
当
時
多
く
の
知
識
人
た
ち

が
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
東
西
文
化
論
争
に
つ
い
て
、
甯
達
蘊
は
「
現
在
文
化
を
論
じ
る
者
は
、
世
界

文
化
を
二
つ
の
大
き
な
派
に
分
け
て
い
る
。
一
つ
は
東
洋
文
化
で
あ
り
、
一
つ
は
西

洋
文
化
で
あ
る
」
と
解
説
し
、
そ
の
議
論
に
つ
い
て
、
続
け
て
以
下
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。

　

 

東
西
文
化
は
全
く
異
な
る
。
東
洋
文
化
は
静
を
主
と
し
、
動
を
兼
ね
備
え
て
い

る
。
西
洋
文
化
は
動
を
主
と
し
、
静
が
な
い
。
そ
の
静
を
思
う
が
故
に
、
東
洋

の
民
族
性
は
大
方
自
然
に
順し

た
がい

、
平
和
を
愛
す
。
そ
の
動
を
思
う
が
故
に
、
西

洋
の
民
族
性
は
大
方
自
然
に
抗
い
、
戦
い
を
楽
し
む
。
そ
の
自
然
に
順し
た
がい

平
和

を
思
う
が
故
に
、
東
洋
の
民
族
は
、
多
く
が
精
神
方
面
に
重
き
を
お
い
て
生
活

す
る
。
そ
の
自
然
に
抗
い
戦
い
を
楽
し
む
こ
と
を
思
う
が
故
に
、
西
洋
の
民
族

は
多
く
が
物
質
方
面
に
重
き
を
お
い
て
生
活
す
る87
。

「
静
」
を
「
東
洋
＝
精
神
重
視
」
と
し
、「
動
」
を
「
西
洋
＝
物
質
重
視
」
と
す
る
見

方
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
六
年
、
杜
亜
泉
が
自
ら
代
表
を
つ
と
め
る
『
東
方
雑
誌
』

に
、「
静
の
文
明
と
動
の
文
明
」
と
い
う
論
説
を
既
に
発
表
し
て
い
た
。
そ
し
て
い
ち

早
く
西
洋
近
代
文
明
を
批
判
し
な
が
ら
、「
今
後
盲
従
す
る
態
度
を
変
え
、
本
当
の
文

明
の
価
値
を
見
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
訴
え
て
い
た88
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
梁
啓
超

が
『
欧
游
心
影
録
』
を
、
続
い
て
梁
漱
溟
が
『
東
西
文
化
及
其
哲
学
』
を
発
表
し
た

後
に
は
、
西
洋
文
明
の
絶
対
的
優
位
や
中
国
伝
統
文
化
の
徹
底
し
た
破
壊
を
主
張
す

る
、
陳
独
秀
や
胡
適
ら
の
提
唱
し
た
新
文
化
運
動
に
対
し
て
、
東
方
文
化
を
再
評
価

す
る
動
き
が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

仏
化
新
青
年
会
の
成
員
た
ち
は
、
こ
う
し
た
五
四
新
文
化
運
動
以
降
に
繰
り
広
げ

ら
れ
た
東
西
文
化
論
争
な
い
し
科
玄
論
争
と
い
う
思
想
的
状
況
を
、
強
く
意
識
し
て

い
た
。
し
か
も
そ
の
議
論
の
結
果
、「
学
術
の
潮
流
は
落
ち
着
く
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ

た
」89
と
感
じ
て
い
た
。
彼
ら
は
そ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
特
に
西
欧
物
質
文
明
に
対

し
て
懐
疑
的
な
態
度
を
示
し
た
。
大
勇
と
い
う
筆
名
の
者
は
、
以
下
の
よ
う
に
訴
え

て
い
る
。

　

 

西
欧
の
物
質
文
明
が
盛
ん
と
な
っ
て
か
ら
、
我
が
国
の
人
々
は
、
旧
い
道
徳
倫

理
や
、
安
心
を
得
て
我
が
身
を
修
養
す
る
学
を
悉
く
棄
て
て
、
う
わ
べ
が
華
麗

な
も
の
を
追
い
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
我
々
が
実
は
迷
い
を
斥
け
る
も
の
を
元

来
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
因
果
の
道
理
を
否
定
し
、
畏
れ

憚
る
こ
と
な
く
し
た
い
こ
と
を
す
る
。
こ
の
よ
う
に
物
質
に
よ
っ
て
進
歩
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
人
心
は
ま
す
ま
す
壊
れ
て
い
く90
。

西
欧
の
物
質
文
明
を
危
ぶ
ん
だ
彼
ら
は
、
さ
ら
に
批
判
の
矛
先
を
キ
リ
ス
ト
教
に
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も
向
け
た
。
彼
ら
は
第
三
の
要
因
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
脅
威
を
挙
げ
、
西
洋

帝
国
資
本
主
義
の
進
出
と
中
国
国
内
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
勢
力
伸
張
と
を
重

ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
中
国
の
人
々
に
注
意
を
促
し
た
。
昧
然
と
い
う
筆
名
の
者
は
、

キ
リ
ス
ト
教
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
て
か
か
り
、「
一
九
世
紀
以
来
、
キ
リ
ス
ト
教
な

ど
の
教
え
は
、徐
々
に
科
学
か
ら
の
攻
撃
に
よ
っ
て
立
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
り
、二
〇

世
紀
以
後
は
も
は
や
跡
形
も
な
く
な
っ
た
。
現
在
で
は
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
形
や
呼

称
が
あ
る
だ
け
で
、
多
く
は
別
の
も
の
―
教
育
や
慈
善
な
ど
の
社
会
公
益
に
よ
る
方

法
や
政
治
勢
力
、
あ
る
い
は
無
理
に
こ
じ
つ
け
合
わ
せ
た
学
説
な
ど
―
に
仮
託
し
て

利
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」91
と
説
い
た
。彼
ら
が
キ
リ
ス
ト
教
を
否
定
し
て
か
か
っ

た
の
は
、
単
に
西
欧
の
物
質
文
明
に
対
す
る
批
判
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
中
国
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
存
在
に
も
起
因
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
背
景
が
、
仏

化
団
体
を
設
立
す
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
第
三
の
要
因
を
こ
う
述

べ
て
い
る
。

　

 

洋キ
リ
ス
ト
教教は

血
迷
っ
て
い
る
。
帝
国
資
本
主
義
の
探
偵
方
法
を
小
脇
に
抱
え
、
侵
略

に
手
を
貸
し
、
機
を
得
て
思
い
通
り
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
中
国
で
は
大

い
に
そ
の
本
領
を
発
揮
し
よ
う
と
し
て
、
清
華
大
学
で
世
界
キ
リ
ス
ト
教
大
同

盟
会
を
開
い
た
。
そ
の
速
や
か
で
眈
々
と
し
た
態
度
は
、
一
般
の
人
を
甚
だ
お

そ
れ
惑
わ
し
て
い
る92
。

彼
ら
は
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
を
、
物
質
文
明
に
象
徴
さ
れ
る
西
洋
文
明
と
同
一
視

し
な
が
ら
、「
過
去
の
屍
」93
と
し
て
見
限
る
べ
き
こ
と
を
訴
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
人
々

は
第
一
次
世
界
大
戦
の
惨
禍
に
よ
っ
て
、「
物
質
文
明
は
も
は
や
広
が
っ
て
い
け
な
い

こ
と
、
精
神
文
明
に
注
意
を
払
う
べ
き
こ
と
を
知
っ
た
」94
か
ら
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

「
欧
州
大
乱
の
後
、東
方
文
化
を
求
め
る
声
は
日
々
高
く
な
っ
て
い
る
。
辛
亥
革
命
以

来
、
各
地
で
仏
学
の
研
究
が
甚
だ
盛
ん
と
な
っ
て
い
る
」95
と
、
東
方
文
化
を
再
評
価

す
る
動
き
と
、
民
国
期
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
高
ま
り
を
重
ね
合
わ
せ
た
。

彼
ら
の
仏
化
運
動
は
、
こ
う
し
た
五
四
新
文
化
運
動
以
降
の
思
想
的
状
況
を
強
く

意
識
し
な
が
ら
、
東
方
文
化
の
再
評
価
と
仏
教
の
復
興
を
重
ね
合
わ
せ
る
中
で
、
展

開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

第
三
章　

仏
化
運
動
と
東
方
文
明

甯
達
蘊
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
が
仏
化
を
説
く
理
由
と
は
、「
現
在
の
様
々
な
学
説
や
思

潮
で
は
、
我
々
の
人
生
の
意
味
を
満
足
さ
せ
ら
れ
な
い
が
故
」96
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も

甯
達
蘊
が
仏
教
を
学
ぼ
う
と
思
い
始
め
た
の
も
、「
当
今
の
様
々
な
学
術
や
思
潮
で

は
、ま
っ
た
く
心
か
ら
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
」97
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、

「
仏
法
に
拠
れ
ば
無
常
の
理
が
明
ら
か
と
な
り
、我
々
の
執
着
し
て
い
る
物
事
の
見
方

を
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
る
。
毒
は
す
べ
て
消
え
去
り
、
あ
ら
ゆ
る
善
が
起
こ
る
」98

と
考
え
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、「
仏
法
は
人
々
の
根
本
的
な
大
問
題
（

マ

マ

生
死
の
問
題
）
を

考
え
る
も
の
で
あ
り
、
人
々
を
安
心
立
命
の
地
に
辿
り
着
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」99

も
の
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
彼
ら
は
、
人
間
の
生
死
に
つ
い
て
根
元
的
に
問
う

教
え
だ
か
ら
こ
そ
、
仏
法
こ
そ
が
心
を
満
た
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
。

彼
ら
は
自
分
た
ち
の
望
む
こ
う
し
た
仏
法
は
、「
東
洋
人
だ
け
が
良
い
と
言
う
だ
け

で
な
く
、
西
洋
人
も
そ
れ
を
見
て
み
な
羨
ま
し
く
思
っ
て
い
る
」ap0

と
思
っ
て
い
た
。

だ
が
中
国
国
内
の
青
年
た
ち
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
多
く
が
五
四
新
文
化
運
動
以

来
の
新
思
潮
を
支
持
す
る
風
潮
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
仏
化
新
青
年
会
の
会
員
た
ち

は
、「
か
の
物
質
主
義
を
も
っ
ぱ
ら
崇
拝
し
神
聖
視
し
、
東
方
精
神
文
明
を
知
ら
な
い

の
は
ど
う
し
て
な
の
か
。
本
当
に
悲
し
む
べ
き
こ
と
だ
！
」ap1

と
憤
り
を
感
じ
て
い
た
。

一
方
で
、
伝
統
的
な
仏
法
の
担
い
手
で
あ
る
中
国
人
僧
侶
に
対
し
て
は
、
彼
ら
は

す
で
に
期
待
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
。
寄
漚
と
い
う
筆
名
の
投
稿
者
は
、
当
時
の
仏

教
界
を
こ
う
説
明
し
て
い
る
。

　

 

一
般
の
僧
侶
は
、
身
を
投
げ
出
し
て
救
済
活
動
を
行
う
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
考
え
て
お
ら
ず
、
ど
こ
ま
で
も
誤
っ
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
社
会
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一
般
で
は
、
無
頼
漢
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
る
。
衣
食
住
を
自

分
で
賄
え
な
い
者
や
法
を
犯
し
た
者
が
逃
げ
込
ん
で
き
た
り
す
る
、
溢
れ
た
便

所
の
よ
う
な
僧
界
は
、
仏
教
界
を
辱
め
、
世
間
の
辱
と
も
な
っ
て
い
るap2

。

当
時
の
中
国
仏
教
界
を
「
世
間
の
辱
」
と
感
じ
て
い
た
彼
ら
は
、
そ
の
た
め
多
く
の

反
感
を
買
い
な
が
ら
も
、『
新
仏
化
旬
刊
』
の
発
行
当
時
か
ら
「
和
尚
を
改
造
し
よ

う
」
と
唱
え
て
き
たap3

。
中
国
人
僧
侶
の
質
の
低
下
の
た
め
に
、
仏
教
が
東
方
精
神
文

明
の
威
力
を
発
揮
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
彼
ら
は
、
仏
化
団
体
を

興
し
た
第
四
の
要
因
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

 

仏
教
徒
は
流
幣
し
、
今
ま
で
真
の
仏
法
が
説
か
れ
た
こ
と
が
な
く
、
そ
の
精
神

は
い
ま
だ
に
発
揮
さ
れ
ず
に
い
る
。
ま
た
青
年
た
ち
の
多
く
は
、
社
会
に
良
く

な
い
と
感
じ
て
、
宗
教
に
お
け
る
迷
信
や
偽
り
を
根
本
的
に
取
り
除
こ
う
と
考

え
て
お
り
、『

マ

マ

非
宗
教
大
同
盟
会
』
な
ど
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
怪

し
い
宗
教
団
体
が
占
い
な
ど
の
妖
言
で
毒
を
流
し
て
い
る
。
次
々
と
様
々
な
新

し
い
主
義
や
新
文
化
の
風
が
湧
き
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
、『

マ

マ

仏
化
新
青
年
会
』

を
成
立
さ
せ
た
一
要
因
と
な
っ
たap4

。

仏
法
そ
の
も
の
に
は
価
値
を
見
出
し
て
い
た
彼
ら
は
、
よ
っ
て
「
人
生
で
真
の
安
心

立
命
を
享
受
で
き
る
拠
り
所
を
得
る
た
め
」ap5

に
、
彼
ら
自
身
で
仏
化
運
動
を
興
し
始

め
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
彼
ら
は
仏
化
運
動
を
、
従
来
の
仏
教
の
在
り
方
と
は
趣
が

異
な
る
「
新
し
い
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
訴
え
た
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、「
無

気
力
な
仏
法
や
、
消
極
的
で
鈍
感
で
死
人
を
看
取
る
だ
け
の
仏
教
は
、
老
大
帝
国
の

奴
隷
で
あ
る
旧
教
徒
が
行
う
も
の
」
だ
っ
たap6

。
そ
し
て
「
老
帝
国
時
代
の
老
仏
教
は

非
科
学
的
な
観
念
論
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
看
取
る
時
に
死
後
の
事
を
説
き
、
戯
言

を
言
う
だ
け
の
死
人
の
宗
教
、
死
人
教
に
加
え
ら
れ
る
べ
き
」
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
「
新
青
年
の
仏
化
」
は
、「
腐
敗
し
た
旧
い
老
年
老
大
帝
国
の
奴
隷
式
の
仏

教
か
ら
脱
し
」
て
「
現
代
の
潮
流
に
全
く
矛
盾
な
く
適
合
し
」、「
活
き
て
い
る
人
を

教
化
し
、
人
間
ら
し
い
話
を
し
、
活
き
て
い
る
人
の
苦
痛
を
た
だ
ち
に
解
決
す
る
、

活
き
て
い
る
人
の
た
め
の
教
え
で
あ
る
」
と
説
い
た
。
彼
ら
は
「
新
し
い
」
仏
化
運

動
に
よ
っ
て
、生
き
て
い
る
人
間
の
抱
え
る
問
題
を
仏
法
で
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
、

強
調
し
た
。

で
は
そ
の
仏
化
運
動
と
は
、
具
体
的
に
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
甯

達
蘊
は
、「
仏
化
と
は
仏
説
に
基
づ
き
な
が
ら
、
一
種
の
文
化
を
つ
く
る
も
の
」
で
あ

り
、「
そ
の
主
な
目
的
と
は
、
青
年
男
女
の
同
志
を
結
び
つ
け
て
、
一
種
の
新
し
い
世

界
大
文
化
運
動
を
行
う
こ
と
」
だ
と
述
べ
るap7

。
そ
し
て
「
仏
法
で
人
心
を
改
造
し
、

そ
れ
を
世
界
を
改
造
す
る
根
本
と
す
る
な
ら
ば
、
人
は
新
し
い
人
と
な
り
、
世
は
新

し
い
世
と
な
り
、
帝
国
資
本
は
跡
形
も
な
く
消
滅
す
る
」ap8

と
の
考
え
か
ら
、
仏
説
に

基
づ
い
た
一
種
の
文
化
運
動
を
押
し
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
現
実
世
界
の
転
換
を
思

い
描
い
た
。

彼
ら
が
こ
う
考
え
た
の
は
、
東
西
文
化
論
争
の
た
だ
中
に
あ
っ
て
、「
い
ま
急
速
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
東
西
文
化
の
橋
渡
し
を
促
進
し
、
精
神
と
物
質
を
調
和
し
、

新
文
化
の
基
を
創
造
す
る
こ
と
」ap9

が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
そ
し

て
そ
の
新
文
化
の
基
を
創
造
し
、
世
界
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
中
国
に
科
せ
ら
れ
た

大
き
な
責
任
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
梁
啓
超
著
『
欧
游
心
影
録
』
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
、「
西
洋
の
文
明
を
も
っ
て
我
が
文
明
を
拡
充
し
、
ま
た
我
が
文
明
を
も
っ
て
西

洋
の
文
明
を
補
助
し
、
そ
れ
を
合
わ
せ
て
一
種
の
新
文
明
を
生
み
出
す
」aq0

と
い
う
言

葉
な
ど
は
、彼
ら
の
運
動
に
根
拠
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
に
と
っ
て
、

こ
の
「
一
種
の
新
文
明
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
が
、「
あ
ら
ゆ
る
科
学
的
方
法
を

用
い
て
仏
化
の
精
神
を
宣
揚
し
」aq1

よ
う
と
す
る
仏
化
運
動
だ
っ
た
。
だ
が
そ
の
姿
勢

と
は
、「
こ
の
大
文
化
運
動
は
、
仏
法
に
根
ざ
し
な
が
ら
各
種
の
科
学
や
哲
学
で
補

う
」aq2

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、あ
く
ま
で
仏
法
＝
東
方
精
神
文
明
を
主
体
と
し
、

そ
れ
を
科
学
な
ど
の
西
方
文
明
で
補
助
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

で
は
、新
た
に
創
造
さ
れ
た
新
文
化
な
い
し
新
文
明
で
あ
る
仏
化
運
動
に
よ
っ
て
、
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彼
ら
は
い
っ
た
い
何
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
張
宗
載
は
、

一
九
二
六
年
に
『
中
央
仏
教
』
と
い
う
日
本
の
雑
誌
で
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
文
章
の

中
で
、
物
質
文
明
に
「
疲
れ
果
て
て
い
る
」
欧
米
人
や
、
そ
の
「
余
弊
を
受
け
て
闇

黒
の
中
に
光
を
求
め
て
い
る
」
東
洋
人
に
対
し
、「
仏
教
の
真
精
神
の
下
に
此
の
闇
黒

界
に
新
し
き
空
気
と
光
と
を
与
え
て
心
か
ら
の
平
和
を
築
か
ん
と
す
る
」
こ
と
が
自

ら
の
使
命
で
あ
る
と
述
べ
て
い
るaq3

。
つ
ま
り
彼
ら
の
目
的
は
、「
科
学
の
輝
く
物
質

文
化
の
時
代
」aq4

に
お
い
て
、「
東
洋
の
精
神
大
文
明
を
全
地
球
の
人
類
に
広
め
、
人
々

に
真
の
快
楽
、
真
の
自
由
平
等
を
享
受
さ
せ
る
」aq5

こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
、
仏
法
＝
東
方
精
神
文
明
を
主
体
と
す
る
仏
化
新
青
年
会
の
主
張
に

は
、
西
洋
文
明
に
抗
し
て
東
洋
文
明
の
発
揚
を
願
う
中
国
人
た
ち
に
対
し
、
惹
き
つ

け
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
潜
ん
で
い
た
の
は
、
強
烈
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
求

め
る
欲
求
で
あ
る
。
彼
ら
は
、「
現
在
は
二
〇
世
紀
の
中
華
共
和
国
、
新
文
化
・
新
潮

流
の
時
代
に
入
っ
た
。
こ
れ
は
青
年
時
代
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
我
が
大
中
華
文
明

の
精
華
が
発
展
し
て
世
界
各
国
に
光
明
を
放
つ
時
代
と
な
っ
た
」aq6

と
訴
え
た
。
つ
ま

り
彼
ら
が
東
洋
精
神
文
明
の
中
心
的
存
在
と
し
て
、心
の
奥
底
に
据
え
て
い
た
の
は
、

ま
さ
し
く
中
国
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
仏
化
新
青
年
会
の
会
員
の
中
に
は
、
黄
色
人
と
い
う
筆
名
で
、「
い
つ
か

仏
法
に
よ
っ
て
全
ア
ジ
ア
諸
国
の
諸
民
族
を
救
い
、
欧
米
各
国
を
変
え
て
世
界
の
平

和
を
造
る
。
こ
れ
は
我
が
黄
色
人
種
が
よ
く
よ
く
心
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
」と
述
べ
、

黄
色
人
種
こ
そ
が
世
界
平
和
を
な
し
得
る
の
だ
と
主
張
す
る
者
も
い
たaq7

。
ま
た
中
に

は
、「
仏
法
を
学
ば
な
い
者
は
、
す
べ
て
寄
生
虫
・
亡
国
奴
で
あ
る
」aq8

と
述
べ
、
仏

法
の
学
習
と
愛
国
心
と
を
結
び
つ
け
る
者
も
い
た
。
彼
ら
は
仏
化
運
動
を
「
東
亜
文

明
の
精
華
」aq9

で
あ
る
と
訴
え
か
け
、
そ
れ
故
に
「
大
中
華
文
明
」
の
宣
揚
を
期
待
す

る
中
国
各
地
の
人
々
を
惹
き
つ
け
て
い
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。

そ
の
こ
と
が
顕
著
に
表
れ
た
の
は
、
タ
ゴ
ー
ル
の
歓
迎
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

イ
ン
ド
の
詩
人
・
思
想
家
タ
ゴ
ー
ル
は
、
そ
の
思
想
や
主
張
内
容
の
た
め
に
、「
東
西

の
融
和
者
」
と
も
評
さ
れ
る
人
物
で
あ
るaw0

。
一
九
一
三
年
に
は
ア
ジ
ア
人
と
し
て
初

め
て
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
、
タ
ゴ
ー
ル
が
訪
れ
た
当
時
の
中
国
で
も
、
こ
の

詩
人
に
関
心
を
示
す
者
は
少
な
く
な
か
っ
たaw1

。
ま
た
タ
ゴ
ー
ル
が
中
国
を
訪
れ
た

一
九
二
四
年
の
春
は
、
上
述
し
た
科
玄
論
争
が
起
こ
っ
た
翌
年
で
あ
り
、
論
争
の
熱

が
ま
だ
冷
め
切
っ
て
い
な
い
時
期
だ
っ
た
。
タ
ゴ
ー
ル
の
訪
中
は
中
国
国
内
で
大
き

な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
、
文
化
界
で
は
タ
ゴ
ー
ル
の
主
張
や
講
演
内
容
な
ど
に
つ
い

て
、
賛
否
両
論
が
湧
き
起
こ
っ
た
。

タ
ゴ
ー
ル
が
徐
志
摩
な
ど
と
も
に
北
京
の
法
源
寺
を
訪
れ
た
際
に
は
、
仏
化
新
青

年
会
や
各
地
の
報
道
機
関
も
含
め
て
、
約
三
〜
四
百
人
が
集
ま
っ
た
と
い
うaw2

。
タ

ゴ
ー
ル
の
訪
中
を
歓
迎
し
た
彼
ら
は
、「
タ
ゴ
ー
ル
が
仏
法
を
賛
美
し
た
」
と
感
じ
て

い
たaw3

。
張
宗
載
は
タ
ゴ
ー
ル
の
歓
迎
会
で
、「
タ
ゴ
ー
ル
先
生
は
東
方
文
化

（
す

マ

マ

な
わ
ち
仏
化
）
を
謳
う
大
学
者
で
あ
る
」aw4

と
述
べ
、
タ
ゴ
ー
ル
を
「
仏仏

法音
を
真
に

宣
伝
す
る
大
愛
の
大
菩
薩
」「
観
音
の
化
身
」aw5

で
あ
る
と
賛
辞
を
送
っ
た
。

会
員
の
劉
霊
華
に
よ
れ
ば
、
仏
化
新
青
年
会
が
タ
ゴ
ー
ル
を
歓
迎
し
た
の
は
、「
タ

ゴ
ー
ル
先
生
は
、
大
戦
以
後
の
新
文
化
運
動
で
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
満
足
さ
せ

る
人
物
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
り
、「
人
生
に
安
楽
の
新
天
地
を
も
た
ら
す
」
人
物
だ
と

考
え
た
た
め
で
あ
っ
たaw6

。
そ
し
て
も
う
一
つ
の
理
由
に
、「
中
国
と
イ
ン
ド
の
精
神

文
化
が
互
い
に
助
け
合
い
、
新
し
い
太
平
洋
の
平
和
を
つ
く
り
出
す
こ
と
」
を
挙
げ

な
が
ら
、
そ
の
考
え
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

 

我
ら
が
歓
迎
す
る
タ
ゴ
ー
ル
氏
の
真
の
価
値
は
、
我
が
東
方
最
高
の
精
神
文
明

を
知
ら
し
め
、
欧
米
の
物
質
を
用
い
つ
つ
も
、
我
が
精
神
を
主
と
し
て
物
質
を

運
用
し
、
我
々
に
享
受
さ
せ
、
ま
た
人
類
に
精
神
の
損
亡
や
物
質
の
放
棄
を
強

い
る
こ
と
な
く
、
我
々
の
真
の
精
神
に
よ
っ
て
自
然
と
同
化
し
、
生
命
を
尊
重

さ
せ
、
自
然
と
一
体
に
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
将
来
は
、
東
方
の
精
神
文
化
と

西
方
の
物
質
文
化
を
同
化
し
、
西
方
の
物
質
文
化
を
東
に
も
た
ら
し
、
東
方
の

精
神
文
化
も
西
に
届
け
、
互
い
に
利
を
与
え
、
譲
り
合
い
、
各
々
が
満
ち
足
り
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て
世
界
か
ら
不
足
を
な
く
し
、
地
上
に
天
国
を
造
る
。
こ
の
使
命
は
東
方
に
あ

り
、そ
れ
も
中
国
と
イ
ン
ド
の
人
々
だ
け
が
そ
の
責
任
を
負
う
こ
と
が
で
き
る
。

西
欧
の
文
化
人
と
共
に
、
こ
の
二
〇
世
紀
の
第
三
文
化
を
つ
く
り
上
げ
る
。

彼
ら
の
目
に
は
、
タ
ゴ
ー
ル
の
主
張
が
ま
さ
に
仏
化
運
動
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
と

映
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
タ
ゴ
ー
ル
の
主
張
に
自
ら
の
希
望
を
重
ね
、
タ
ゴ
ー
ル
訪
中

に
高
揚
し
た
。
そ
し
て
中
国
と
イ
ン
ド
が
手
を
取
り
合
う
こ
と
で
、
東
方
精
神
文
化

と
西
方
物
質
文
化
と
を
調
和
し
た
第
三
の
新
文
化
を
創
造
し
、
世
界
平
和
を
達
成
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
感
じ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
タ
ゴ
ー
ル
訪
中
の
歓
迎
会
は
、
仏

化
新
青
年
会
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
特
筆

す
べ
き
出
来
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

仏
化
新
青
年
会
の
提
唱
し
た
仏
化
運
動
は
、
仏
法
＝
東
方
精
神
文
化
を
主
体
と
し

な
が
ら
、
西
方
物
質
文
化
で
補
っ
た
第
三
の
新
文
化
を
創
造
し
、
世
界
平
和
を
達
成

す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
、
一
種
の
文
化
運
動
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
第
一

次
大
戦
後
の
中
国
で
大
々
的
に
議
論
さ
れ
た
、
東
西
文
化
論
争
や
科
学
と
人
生
観
論

争
を
強
く
意
識
し
た
も
の
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、
人
生
の
意
味
を
心
か
ら
満
た
し
て
く

れ
る
も
の
は
、
五
四
新
文
化
運
動
以
降
に
湧
き
起
こ
っ
た
様
々
な
学
説
や
思
潮
に
は

見
出
せ
ず
、
仏
法
以
外
に
な
い
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
彼
ら
の
提
唱
し
た
仏
化
運
動

は
、
従
来
の
在
り
方
の
「
旧
仏
教
」
と
は
異
な
る
「
新
し
い
」
も
の
で
あ
り
、
ま
た

そ
れ
を
押
し
広
め
る
こ
と
で
、
現
実
世
界
の
転
換
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
ど
こ
ま
で
も
仏
法
＝
東
方
精
神
文
化
が
主
で
あ
り
、
科
学
な
ど
の
西
方
文
化
を

補
助
的
な
も
の
と
位
置
づ
け
、
ま
た
中
国
を
東
方
精
神
文
化
の
中
心
的
存
在
に
お
く

も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
「
東
亜
文
明
の
精
華
」
で
あ
る
と
訴
え
か
け
た
仏
化
運
動

は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
も
密
接
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
故
に
、
仏
化
運

動
は
「
大
中
華
文
明
」
の
宣
揚
を
求
め
る
各
地
の
中
国
人
た
ち
を
、
広
く
惹
き
つ
け

て
い
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
顕
著
に
表
れ
た
の
が
、
タ
ゴ
ー
ル
の
訪
中

歓
迎
会
だ
っ
た
。
彼
ら
は
タ
ゴ
ー
ル
の
主
張
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
、
ま
た
高
揚
感

を
覚
え
た
。
だ
が
そ
の
意
義
と
は
、
あ
く
ま
で
東
西
文
化
論
争
の
文
脈
を
踏
ま
え
た

上
で
の
も
の
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
仏
化
新
青
年
会
の
仏
化
運
動
と
は
、
五
四
新
文
化
運
動
以
降
の
中
国
に

お
け
る
社
会
的
・
知
的
状
況
の
中
で
、
仏
教
に
新
た
な
意
義
を
見
出
そ
う
と
し
た
一

つ
の
試
み
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
科
学
の
輝
く
物
質
文
化
の
時
代
」
に
お
い

て
、
仏
法
、
ひ
い
て
は
中
国
の
伝
統
的
な
「
精
神
文
化
」
が
如
何
に
し
て
そ
の
自
信

を
回
復
し
、
ま
た
存
在
意
義
を
発
揮
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
は
、
一
個
の
大
き
な
問

題
だ
っ
た
。
仏
化
新
青
年
会
は
、
仏
化
運
動
と
い
う
彼
ら
な
り
の
方
法
に
よ
っ
て
そ

の
問
題
解
決
を
目
指
し
、
ま
た
そ
れ
に
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

彼
ら
の
主
張
に
視
線
を
向
け
る
と
、
科
学
を
批
判
し
な
が
ら
も
結
局
科
学
を
認
め

ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
態
度
や
、
文
化
と
文
明
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
点
な

ど
、思
想
的
な
未
熟
さ
や
曖
昧
さ
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
だ
が
彼
ら
は
、

当
時
の
中
国
が
直
面
し
て
い
た
様
々
な
社
会
的
・
思
想
的
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に

は
、
仏
法
に
基
づ
く
仏
化
運
動
に
よ
っ
て
、
人
生
の
意
味
を
満
足
さ
せ
ら
れ
る
境
地

へ
と
人
々
を
導
く
し
か
な
い
と
信
じ
て
い
た
。
そ
れ
は
言
い
か
え
れ
ば
、
当
時
の
中

国
社
会
に
は
、
五
四
新
文
化
運
動
以
降
の
新
思
潮
に
満
た
さ
れ
ず
、「
東
方
精
神
文

化
」
に
心
の
拠
り
所
を
求
め
る
青
年
た
ち
が
、
確
か
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
青
年
た
ち
の
欲
求
や
要
求
に
後
押
し
さ
れ
な
が
ら
、

仏
化
運
動
は
各
地
で
支
持
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

言
う
な
れ
ば
仏
化
新
青
年
会
の
仏
化
運
動
と
は
、
五
四
新
文
化
運
動
の
風
潮
に
対

抗
し
、
東
方
文
化
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
論
調
の
中
か
ら
生
ま
れ
出
た
一
潮
流

だ
っ
た
。
仏
化
新
青
年
会
が
単
な
る
仏
教
団
体
と
し
て
一
括
り
に
で
き
ず
、ま
た「
時

勢
の
つ
く
っ
た
英
雄
」
と
見
な
さ
れ
た
理
由
も
、
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
ま
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た
そ
れ
故
に
、
仏
化
新
青
年
会
は
、
従
来
の
仏
教
者
に
と
っ
て
理
解
し
が
た
い
側
面

を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

漢
口
や
北
京
を
中
心
と
し
た
活
動
で
支
持
者
を
増
や
し
て
い
っ
た
仏
化
新
青
年
会

は
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
廈
門
に
も
拠
点
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
たaw7

。
彼
ら

は
そ
こ
で
閩
南
仏
化
新
青
年
会
を
設
立
し
、『
仏
音
』
と
い
う
仏
教
雑
誌
も
出
版
し

た
。
そ
し
て
廈
門
を
足
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
や
が
て
閩
南
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
に
も
進
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

注①　
竹
内
実
編
『
中
国
近
現
代
論
争
年
表
』
上
、
同
朋
社
出
版
、
一
九
九
二
年
、
一
七
八

〜
一
七
九
頁

②　

山
本
澄
子
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
史
研
究
』
増
補
改
訂
版
、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
六

年
、
九
一
〜
九
三
頁

③　
「
北
京
仏
化
新
青
年
協
会
全
体
会
員
致
中
外
各
日
報
」『
海
潮
音
』
第
五
年
第
八
期
、

一
九
二
四
年
九
月
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
一
七
五
頁

④　

水
野
梅
暁
『
支
那
仏
教
の
現
状
に
就
て
』
支
那
時
報
社
、
一
九
二
六
年
、
六
一
頁
。

水
野
梅
暁
〔
み
ず
の　

ば
い
ぎ
ょ
う
〕
は
、明
治
〜
昭
和
時
代
に
お
け
る
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
の
僧
で
、
一
九
〇
四
年
に
上
海
東
亜
同
文
書
院
を
卒
業
し
た
。
二
四
年
、『
支

那
時
報
』
を
発
刊
。
翌
年
に
東
京
で
東
亜
仏
教
大
会
を
開
く
な
ど
、日
中
仏
教
徒
の
文

化
交
流
に
尽
力
し
た
。
な
お
水
野
梅
暁
に
関
す
る
近
年
の
研
究
に
、辻
村
志
の
ぶ
「
近

代
日
本
仏
教
と
中
国
仏
教
の
間
で
―
「
布
教
使
」
水
野
梅
暁
を
中
心
に
」（
洗
建
・
田

中
滋
編
『
国
家
と
宗
教
―
宗
教
か
ら
見
る
近
現
代
日
本
』
上
、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
八

年
、
三
六
五
〜
四
〇
三
頁
）
が
あ
る
。

⑤　
「
劉
顯
亮
居
士
與
張
甯
兩
居
士
論
中
国
最
近
佛
教
書
」『
仏
音
』
第
三
年
第
五
期
、

一
九
二
六
年
五
月
（
黄
夏
年
主
編
『
民
國
佛
教
期
刊
文
獻
集
成
』
全
国
図
書
館
文
献
縮

微
復
制
中
心
、
二
〇
〇
六
年
〔
以
下
『
集
成
』〕
第
一
一
巻
）
二
九
五
頁

⑥　

江
燦
騰
「
従
大
陸
到
臺
灣
：
近
代
佛
教
社
會
運
動
的
両
大
先
駆
―
張
宗
載
和
林
秋

梧
」（
同
著
『
臺
灣
佛
教
與
現
代
社
會
』
東
大
出
版
、
一
九
九
一
年
）
三
〜
三
五
頁
。

同
著「「
日
華
親
善
」架
構
下
的
臺
日
中
三
角
國
際
佛
教
交
流
―
以
大
正
昭
和
之
際「
東

亜
佛
教
大
會
」
為
中
心
―
」（
同
著
『
日
據
時
期
臺
灣
佛
教
文
化
發
展
史
』
南
天
書
局

出
版
、二
〇
〇
一
年
）
三
〇
〇
〜
三
二
四
頁
。
同
著
「
中
華
「
佛
化
新
青
年
會
」
代
表

来
臺
交
流
及
其
作
用
」（
同
著
『
臺
灣
佛
教
史
』
五
南
圖
書
出
版
股
份
有
限
公
司
、

二
〇
〇
九
年
）
二
一
四
〜
二
三
五
頁
。

⑦　

王
見
川
「
張
宗
載
、
甯
達
蘊
與
民
國
時
期
的
“
佛
化
新
青
年
會
”
」『
圓
光
佛
學

學
報
』
第
三
期
、
一
九
九
九
年
三
月
、
三
三
六
頁

⑧　

釈
東
初
『
中
国
仏
教
近
代
史
』
東
初
出
版
社
、
一
九
七
四
年
、
三
〇
六
〜
三
一
二

頁
。
江
燦
騰
『
太
虚
大
師
前
傳
（
一
八
九
〇
〜
一
九
二
七
）』
新
文
豐
出
版
公
司
、

一
九
九
三
年
、二
〇
一
〜
二
〇
七
頁
。
洪
金
蓮
『
太
虚
大
師
仏
教
現
代
化
之
研
究
』
東

初
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
一
〇
四
〜
一
一
九
頁
。

⑨　

前
掲
、
洪
金
蓮
『
太
虚
大
師
仏
教
現
代
化
之
研
究
』
一
一
〇
頁

⑩　

前
掲
、王
見
川
「
張
宗
載
、甯
達
蘊
與
民
国
時
期
的
“
仏
化
新
青
年
会
”
」
三
三
六

頁
⑪　

前
掲
、
釈
東
初
『
中
国
仏
教
近
代
史
』
三
一
一
頁

⑫　

同
、
三
一
二
頁

⑬　

釈
印
順
編
著
『
太
虚
大
師
年
譜
』
宗
教
文
化
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
一
二
七
頁

⑭　

注
⑥
⑦
⑧
を
参
照

⑮　

張
志
哲
主
編
『
中
華
佛
教
人
物
大
辞
典
』
黄
山
書
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
一
三
六

頁
、
一
二
一
一
頁

⑯　

前
掲
、王
見
川
「
張
宗
載
、甯
達
蘊
與
民
國
時
期
的
“
佛
化
新
青
年
會
”
」
三
二
六

頁
⑰　

甯
達
蘊
「
我
為
甚
么
要
学
仏
？
」『
仏
化
新
旬
刊
』
第
一
二
期
、
一
九
二
二
年
一
〇

月
（『
集
成
』
第
一
一
巻
）
四
八
七
頁

⑱　

甯
達
蘊
「
三
年
作
仏
化
運
動
的
感
想
」『
海
潮
音
』
第
七
巻
第
一
期
、
一
九
二
六
年

三
月
、
一
四
八
頁

⑲　

甯
達
蘊
「
五
年
中
作
仏
化
運
動
勧
感
」『
仏
音
』
第
三
年
第
五
期
、
一
九
二
六
年
五

月
（『
集
成
』
第
一
一
巻
）
二
七
二
頁

⑳　

張
宗
載
「
三
十
自
序
歌
」『
仏
音
』
第
三
年
第
七
・
八
期
、
一
九
二
六
年
八
月
（『
集

成
』
第
一
一
巻
）
四
〇
五
頁
。
以
下
、
本
章
で
の
張
宗
載
の
活
動
に
関
し
て
、
特
に
注

記
し
な
い
場
合
は
当
資
料
に
よ
る
。

㉑　

北
宋
の
儒
者
。
鳳
翔

（
陝
西
）
の
人
。
字
は
子
厚
。
横
渠
先
生
と
呼
ば
れ
る
。
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二
一
歳
の
と
き
、
范
仲
淹
に
学
び
、
つ
い
で
仏
教
老
荘
に
走
っ
た
が
、
ふ
た
た
び
儒
学

に
返
っ
た
。
進
士
に
合
格
し
て
地
方
官
に
な
り
、
神
宗
の
は
じ
め
中
央
に
召
さ
れ
た

が
、王
安
石
と
あ
わ
ず
郷
里
に
退
い
た
。
そ
の
後
復
官
す
る
機
を
得
た
が
ま
た
意
見
が

あ
わ
ず
、
退
官
帰
郷
の
途
中
病
死
し
た
。（
京
大
東
洋
史
辞
典
編
纂
会
編
『
新
編
東
洋

史
辞
典
』
創
元
社
、
一
九
九
〇
年
第
九
版
、
初
版
一
九
八
〇
年
、
五
七
一
頁
）

㉒　

な
お
楊
滄
伯
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
特
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

㉓　
「
仏
化
新
青
年
会
在
武
漢
成
立
宣
言
」『
仏
化
新
青
年
』
創
刊
号
、一
九
二
三
年
三
月

（『
集
成
』
第
一
三
巻
）
一
〇
頁

㉔　

静
観
「
中
華
全
国
仏
化
新
青
年
会
小
史
」『
仏
音
』
第
三
年
第
四
期
、
一
九
二
六
年

四
月
（『
集
成
』
第
一
一
巻
）
二
二
六
頁

㉕　

黄
夏
年
主
編
『
民
國
佛
教
期
刊
文
獻
集
成
目
録
索
引
』
第
二
巻
、全
國
圖
書
館
文
獻

縮
微
復
制
中
心
、
二
〇
〇
六
年
、
四
頁

㉖　

甯
達
蘊
「
我
為
甚
么
要
学
仏
？
」『
仏
化
新
旬
刊
』
第
一
二
期
、
一
九
二
二
年
一
〇

月
（『
集
成
』
第
一
一
巻
）
四
八
九
頁

㉗　

静
観
「
中
華
全
国
仏
化
新
青
年
会
小
史
」『
仏
音
』
第
三
年
第
四
期
、
一
九
二
六
年

四
月
（『
集
成
』
第
一
一
巻
）
二
二
四
頁

㉘　

葦
舫
「
十
五
年
来
之
僧
教
育
」『
海
潮
音
』
第
一
六
巻
第
一
号
、一
九
三
五
年
一
月
、

一
三
〇
頁

㉙　

前
掲
、
水
野
梅
暁
『
支
那
仏
教
の
現
状
に
就
て
』
七
四
〜
七
五
頁

㉚　

同
、
一
一
〜
一
二
頁

㉛　

葦
舫
「
十
五
年
来
之
僧
教
育
」『
海
潮
音
』
第
一
六
巻
第
一
号
、一
九
三
五
年
一
月
、

一
二
三
頁

32　

呂
有
祥
「
太
虚
法
師
與
武
昌
仏
学
院
」（
霍
韜
晦
『
太
虚
誕
生
一
百
周
年
國
際
會
議

論
文
集
』
法
住
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
二
九
二
頁

33　

太
虚
『
太
虚
大
師
自
伝
』（『
太
虚
大
師
全
書
』
文
叢
（
一
九
）、
善
導
寺
佛
経
流
通

處
、
一
九
九
八
年
第
四
版
、
初
版
一
九
五
六
年
）
二
六
三
頁

34　

前
掲
、
江
燦
騰
『
太
虚
大
師
前
傳
（
一
八
九
〇
〜
一
九
二
七
）』
二
〇
六
頁

35　

前
掲
、
釈
印
順
編
著
『
太
虚
大
師
年
譜
』
六
四
頁

36　
「
漢
口
仏
教
会
成
立
記
」『
海
潮
音
』
第
一
巻
第
九
期
、
一
九
二
〇
年
九
月
、
三
一
三

頁
37　

太
虚
『
太
虚
大
師
自
伝
』（
前
掲
『
太
虚
大
師
全
書
』
文
叢
（
一
九
））
二
六
二
頁

38　

同
、
二
四
八
頁

39　

同
、
二
六
七
頁

40　
「
仏
誕
紀
年
大
会
在
武
漢
運
動
之
情
形
」『
仏
化
新
青
年
』第
一
巻
第
四
号
、一
九
二
三

年
七
月
（『
集
成
』
第
一
三
巻
）
四
一
九
頁

41　

静
観
「
中
華
全
国
仏
化
新
青
年
会
小
史
」『
仏
音
』
第
三
年
第
四
期
、
一
九
二
六
年

四
月
（『
集
成
』
第
一
一
巻
）
二
二
四
頁

42　

太
虚
『
太
虚
大
師
自
伝
』（
前
掲
『
太
虚
大
師
全
書
』
文
叢
（
一
九
））
二
六
七
頁

43　
「
仏
化
新
青
年
会
消
息
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
一
号
、一
九
二
三
年
四
月
（『
集

成
』
第
一
三
巻
）
一
七
一
頁

44　
「
各
界
扶
助
之
熱
心
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
五
号
、
一
九
二
三
年
八
月
（『
集

成
』
第
一
三
巻
）
五
一
九
〜
五
二
〇
頁

45　
「
本
会
導
師　

太
虚
法
師
肖
像
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
七
号
、
一
九
二
三
年

一
〇
月
（『
集
成
』
第
一
四
巻
）
一
二
〇
頁
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
「
本
会
導
師
」
と
あ

り
。

46　
〔
い
な
ば
え
ん
じ
ょ
う
〕　

明
治
〜
昭
和
前
期
の
真
宗
大
谷
派
の
学
僧
。
一
九
一
二

年
、
真
宗
大
学
〔
現
、
大
谷
大
学
〕
教
授
に
な
る
。
天
台
学
を
専
門
に
し
て
い
た
が
、

一
六
年
か
ら
二
六
年
ま
で
南
条
文
雄
（
一
八
四
九
〜
一
九
二
七
）〔
な
ん
じ
ょ
う　

ぶ

ん
ゆ
う　

真
宗
大
谷
派
の
明
治
・
大
正
期
時
代
の
梵
語
学
者
。
一
八
七
六
年
、
東
本
願

寺
二
二
世
大
谷
光
瑩
の
命
で
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
。オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
マ
ッ
ク

ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
に
師
事
し
、
八
三
年
英
訳
『
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
』
な
ど
を
出
版
〕

の
も
と
で
『
真
宗
大
系
』
の
編
纂
に
当
た
り
、
二
二
年
か
ら
一
年
間
中
国
に
留
学
し

た
。（
日
本
仏
教
人
名
辞
典
編
纂
委
員
会
編『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』法
蔵
館
、一
九
九
二

年
、
二
八
頁
）

47　
「
世
界
仏
教
連
合
会
者
之
通
信
」『
海
潮
音
』
第
四
年
第
八
期
、
一
九
二
三
年
九
月
、

一
七
七
頁

48　
〔
さ
え
き　

じ
ょ
う
い
ん
〕　

明
治
〜
昭
和
時
代
に
お
け
る
聖
徳
宗
の
僧
で
、法
隆
寺
第

一
〇
三
世
。
唯
識
学
の
権
威
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
一
八
七
六
年
に
佐
伯
懐
厳
の
養
嗣

子
と
な
り
、
翌
年
に
法
隆
寺
で
出
家
。
八
四
〜
九
〇
年
、
京
都
泉
涌
寺
の
佐
伯
旭
雅
に

つ
い
て
唯
識
・
倶
舎
・
因
明
を
学
ぶ
。
九
三
年
、
法
隆
寺
に
勧
学
院
を
復
興
し
、
廃
仏

毀
釈
後
衰
微
し
た
法
相
教
学
を
再
興
。九
六
年
同
院
長
。一
九
〇
二
年
大
僧
正
と
な
り
、

翌
年
法
隆
寺
住
職
・
法
相
宗
管
長
に
就
任
。
五
〇
年
長
老
と
な
り
、
同
寺
を
法
相
宗
か
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ら
独
立
さ
せ
、
聖
徳
宗
を
開
い
て
そ
の
本
山
と
し
た
。
多
く
の
仏
教
徒
の
教
導
に
当
た

る
と
共
に
、
焼
損
し
た
金
堂
な
ど
の
再
興
修
理
に
尽
力
し
、
聖
徳
太
子
を
鑽
仰
し
た
。

（
前
掲
、
日
本
仏
教
人
名
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』
二
八
五
頁
）

49　
〔
き
む
ら　

た
い
け
ん
〕　

大
正
・
昭
和
初
期
の
仏
教
学
者
。
曹
洞
宗
の
僧
。
岩
手
県

東
慈
寺
の
村
山
実
定
に
つ
い
て
得
度
・
嗣
法
し
、
同
寺
住
職
と
な
る
。
一
九
〇
三
年
曹

洞
宗
大
学
林
を
卒
業
後
、
東
京
帝
国
大
学
に
入
学
し
て
高
楠
順
次
郎
（
一
八
六
六
〜

一
九
四
五
）〔
た
か
く
す　

じ
ゅ
ん
じ
ろ
う　

一
八
九
〇
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
、オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
に
師
事
し
て
イ
ン
ド
学
・
梵
語
学
を

学
ん
だ
。
一
九
〇
三
年
か
ら
東
京
帝
国
大
学
梵
語
学
講
座
を
担
当
〕ら
に
学
ぶ
。
一
九

〜
二
二
年
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
リ
ス
・
デ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ら
と
研
究
生
活
を
送

る
。
二
三
年
東
京
帝
国
大
学
教
授
に
就
任
、印
度
哲
学
科
設
立
後
の
最
初
の
担
任
と
な

る
。
仏
教
学
・
印
度
哲
学
の
分
野
に
近
代
的
方
法
に
よ
る
先
駆
的
な
業
績
を
残
し
た
。

（
前
掲
、
日
本
仏
教
人
名
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』
一
六
二
頁
）

50　

前
掲
、
水
野
梅
暁
『
支
那
仏
教
の
現
状
に
就
て
』
八
九
〜
九
五
頁

51　
「
時
事
」『
海
潮
音
』
第
六
年
第
一
二
期
、
一
九
二
六
年
二
月
、
七
〇
七
〜
七
一
三
頁

52　
「
千
五
百
名
の
参
集
を
得
て
東
亜
仏
教
大
会
開
か
る
」『
中
外
日
報
』
一
九
二
五
年

一
一
月
三
日

53　
「
世
界
仏
教
連
合
会
人
員
題
名
録
」『
海
潮
音
』
第
六
年
第
九
期
、一
九
二
五
年
一
一

月
、
三
四
八
頁

54　

拙
稿
「
中
国
仏
教
の
近
代
化
を
探
る
―
太
虚
の
初
期
仏
教
改
革
活
動
―
」『
立
命
館

東
洋
史
学
』
第
二
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
、
七
二
〜
七
四
頁

55　
「
世
界
仏
教
連
合
会
通
告
全
世
界
仏
教
徒
書
」『
海
潮
音
』第
六
年
第
九
期
、一
九
二
五

年
一
一
月
、
三
四
五
頁

56　

前
掲
、
釈
印
順
編
著
『
太
虚
法
師
年
譜
』
八
七
頁

57　
「
北
京
仏
化
新
青
年
会
消
息
」『
仏
化
新
青
年
』
第
二
巻
第
五
・
六
号
、
一
九
二
四
年

八
月
（
黄
夏
年
主
編
『
民
國
佛
教
期
刊
文
獻
集
成
補
編
』
中
國
書
店
、
二
〇
〇
八
年

〔
以
下
『
補
編
』〕
第
四
巻
）
一
一
七
頁

58　
「
仏
化
新
青
年
会
消
息
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
一
号
、一
九
二
三
年
四
月
（『
集

成
』
第
一
三
巻
）
一
七
二
頁

59　
〔
お
が
た　

そ
う
は
く
〕　

明
治
〜
昭
和
時
代
の
臨
済
宗
相
国
寺
派
の
僧
。臨
済
学
院

専
門
学
校
教
授
、
花
園
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
る
。
編
著
に
『
禅
宗
読
本　

宗
義
篇
』

長
得
院
、
一
九
五
四
年
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
訳
書
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
ハ
ン
フ
レ
ー
ズ

著
・
緒
方
宗
博
訳
『
新
日
本
と
仏
教
』
大
蔵
出
版
、
一
九
四
八
年
な
ど
が
あ
る
。
な
お

経
歴
等
に
関
し
て
は
、
上
記
著
書
の
奥
付
等
に
拠
っ
た
。

60　
「
日
本
仏
化
新
青
年
会
之
縁
起
」『
仏
音
』
第
三
年
第
一
期
、一
九
二
六
年
一
月
（『
集

成
』
第
一
一
巻
）
二
〇
〇
〜
二
〇
一
頁

61　
〔
か
ま
た　

ぜ
ん
し
ょ
う
〕　

明
治
〜
昭
和
時
代
の
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
僧
。

一
九
〇
四
年
、
栃
木
県
生
ま
れ
。
一
九
二
八
年
、
臨
済
宗
大
学
を
卒
業
。
臨
済
学
院
専

門
学
校
教
授
を
経
て
、
妙
心
寺
派
『
花
園
』
編
集
長
、
竜
沢
寺
〔
京
都
市
北
区
小
野
宮

ノ
上
町
〕
住
職
な
ど
を
務
め
た
。
著
書
に
、『
至
道
無
難
禅
師
仮
名
法
語
講
話　

鎌
田

禅
商
全
集
』
昭
和
仏
教
全
集
第
五
部
四
、
教
育
新
潮
社
刊
、
一
九
六
七
年
な
ど
が
あ

る
。
な
お
経
歴
等
に
関
し
て
は
、
上
記
著
書
の
奥
付
等
に
拠
っ
た
。

62　

記
者
「
台
湾
官
民
歓
迎
中
国
仏
教
代
表
紀
事
」『
仏
音
』
第
三
年
第
一
期
、一
九
二
六

年
一
月
（『
集
成
』
第
一
一
巻
）
一
九
六
〜
二
〇
〇
頁

63　

静
観
「
中
華
全
国
仏
化
新
青
年
会
小
史
」『
仏
音
』
第
三
年
第
四
期
、
一
九
二
六
年

四
月
（『
集
成
』
第
一
一
巻
）
二
二
三
〜
二
二
九
頁

64　
「
為
籌
賑
日
本
空
前
惨
烈
大
災
難
之
通
電
」『
海
潮
音
』
第
四
巻
第
八
期
、一
九
二
三

年
九
月
、
一
六
二
頁
。「
組
織
籌
賑
日
本
災
黎
会
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
六
号
、

一
九
二
三
年
九
月
一
〇
日
（『
集
成
』
第
一
四
巻
）
一
〇
三
〜
一
〇
四
頁

65　
「
駐
京
日
本
公
使
館
謝
函
」『
仏
化
新
青
年
』
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
二
四
年
五
月

（『
補
編
』
第
三
巻
）
一
九
一
頁

66　
「
泰
谷
爾
與
仏
化
新
青
年
会
」『
海
潮
音
』
第
五
巻
第
五
期
、
一
九
二
四
年
六
月
、

五
七
六
頁

67　
「
太
虚
法
師
来
函
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
六
号
、一
九
二
三
年
九
月
（『
集
成
』

第
一
四
巻
）
七
七
頁

68　
「
海
内
名
流
介
紹
仏
化
新
青
年
会
」『
海
潮
音
』
第
四
巻
第
一
〇
期
、
一
九
二
三
年

一
一
月
、
四
四
五
〜
四
四
六
頁

69　

静
観
「
中
華
全
国
仏
化
新
青
年
会
小
史
」『
仏
音
』
第
三
年
第
四
期
、
一
九
二
六
年

四
月
（『
集
成
』
第
一
一
巻
）
二
二
三
頁
。「
仏
化
新
青
年
会
之
解
釈
及
東
亜
仏
教
徒
之

使
命
（
張
宗
載
居
士
在
台
中
公
会
堂
講
演
仏
化
新
僧
林
玠
宗
記
）」『
海
潮
音
』
第
七
巻

第
一
〇
期
、
一
九
二
六
年
一
一
月
、
四
四
三
頁
。
甯
達
蘊
「
論
中
国
現
代
仏
教
史
料
問

題
―
與
上
海
海
潮
音
社
記
者
商
権
―
」『
海
潮
音
』
第
八
巻
第
六
期
、
一
九
二
七
年
七
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月
、
六
一
二
頁
。

70　

甯
達
蘊
「
論
中
国
現
代
仏
教
史
料
問
題
―
與
上
海
海
潮
音
社
記
者
商
権
―
」『
海
潮

音
』
第
八
巻
第
六
期
、
一
九
二
七
年
七
月
、
六
一
二
頁

71　

霊
華
「
新
世
紀
由
非
宗
教
入
新
宗
教
之
趨
勢
與
仏
化
」『
仏
化
新
青
年
』
第
二
巻
第

三
号
、
一
九
二
四
年
七
月
（『
補
編
』
第
三
巻
）
二
九
八
頁

72　

甯
達
蘊
「
仏
化
與
新
生
活
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
一
号
、一
九
二
三
年
四
月
、

一
一
五
頁

73　

静
観
「
中
華
全
国
仏
化
新
青
年
会
小
史
」『
仏
音
』
第
三
年
第
四
期
、
一
九
二
六
年

四
月
（『
集
成
』
第
一
一
巻
）
二
二
三
頁

74　

周
程
『
福
沢
諭
吉
と
陳
独
秀
―
東
ア
ジ
ア
近
代
科
学
啓
蒙
思
想
の
黎
明
―
』
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
、
三
〇
二
〜
三
〇
三
頁

75　

同
、
三
〇
三
頁

76　

梁
啓
超
『
欧
游
心
影
録
』（
同
著
『
飲
冰
室
専
集
』
第
五
冊
、中
華
書
局
、一
九
四
一

年
再
版
、
初
版
一
九
三
六
年
所
収
）
一
一
頁

77　

同
、
一
一
〜
一
二
頁

78　

甯
達
蘊
「
論
中
国
現
代
仏
教
史
料
問
題
―
與
上
海
海
潮
音
社
記
者
商
権
―
」『
海
潮

音
』
第
八
巻
第
六
期
、
一
九
二
七
年
七
月
、
六
一
二
頁

79　

前
掲
、周
程
『
福
沢
諭
吉
と
陳
独
秀
』
二
九
七
頁
。
ま
た
科
学
と
人
生
観
論
争
に
関

し
て
は
、
そ
の
他
以
下
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。
齋
藤
哲
郎
『
中
国
革
命
と
知
識
人
』

研
文
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
二
八
六
〜
三
二
〇
頁
。
原
正
人
「
張
君

の
『
科
学
の

方
法
』―『
科
学
と
人
生
観
』論
戦
を
通
じ
て
―
」『
現
代
中
国
』第
七
五
号
、二
〇
〇
一

年
一
〇
月
、
一
七
九
〜
一
九
〇
頁
な
ど
。
な
お
、
科
学
と
人
生
観
論
争
、
さ
ら
に
東
西

文
化
論
争
に
関
す
る
著
書
を
取
り
あ
げ
、
邦
訳
し
て
収
録
し
た
も
の
に
、
坂
元
ひ
ろ
子

責
任
編
集
・
吉
川
次
郎
編
集
協
力
『
新
編
原
典
中
国
近
代
思
想
史　

第
四
巻　

世
界
大

戦
と
国
民
形
成
：
五
四
新
文
化
運
動
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
が
あ
る
。

80　

前
掲
、
竹
内
実
編
『
中
国
近
現
代
論
争
年
表
』
上
、
一
九
〇
頁

81　

藪
内
清
『
中
国
の
科
学
文
明
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
二
〇
七
頁

82　

前
掲
、
周
程
『
福
沢
諭
吉
と
陳
独
秀
』
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁

83　

後
藤
延
子「
李
大
釗
の
東
西
文
化
論
―
東
西
文
化
論
争
中
の
位
置
と
思
想
史
的
意
義

―
」『
人
文
科
学
論
集
』
第
一
一
号
、
一
九
七
七
年
三
月
、
一
四
三
頁

84　

陳
菘
編『
五
四
前
後
東
西
文
化
問
題
論
戦
文
選
』中
国
社
会
科
学
出
版
社
、一
九
八
五

年
、
一
〜
二
頁

85　

前
掲
、
後
藤
延
子
「
李
大
釗
の
東
西
文
化
論
」
一
四
三
頁

86　

銭
穆
『
八
十
憶
双
親
師
友
雑
憶
合
刊
』（
銭
穆
著
、
銭
賓
四
先
生
全
集
編
輯
委
員
会

編
『
銭
賓
四
先
生
全
集
』
丙
編
五
一
、
台
北
、
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
一
九
九
八
年
所

収
）
三
六
頁
。
な
お
、
銭
穆
と
東
西
文
化
論
争
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
野
田
義
弘

「
銭
穆
と
東
西
文
化
論
争
―
梁
漱
溟
・
胡
適
論
争
に
対
す
る
構
え
を
中
心
に
―
」『
東
洋

古
典
研
究
』
第
四
集
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
が
あ
る
。

87　

甯
達
蘊
「
仏
化
與
文
化
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
六
号
、
一
九
二
三
年
九
月

（『
集
成
』
第
一
四
巻
）
一
一
頁

88　

 

杜
亜
泉
「
静
的
文
明
与
動
的
文
明
」『
東
方
雑
誌
』
第
一
三
巻
第
一
〇
号
、一
九
一
六

年
一
〇
月
、
一
頁

89　

静
観
「
中
華
全
国
仏
化
新
青
年
会
小
史
」『
仏
音
』
第
三
年
第
四
期
、
一
九
二
六
年

四
月
（『
集
成
』
第
一
一
巻
）
二
二
三
頁

90　

大
勇
「
二
大
迷
信
之
警
覚
」『
仏
音
』
第
一
年
第
七
期
、
発
行
年
不
詳
〔
た
だ
し

一
九
二
四
年
三
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
間
〕（『
集
成
』
第
一
四
五
巻
）
三
二
〇
頁

91　

昧
然
「
仏
化
新
青
年
会
説
明
」『
仏
化
新
青
年
』
創
刊
号
、一
九
二
三
年
三
月
（『
集

成
』
第
一
三
巻
）
一
九
頁

92　

静
観
「
中
華
全
国
仏
化
新
青
年
会
小
史
」『
仏
音
』
第
三
年
第
四
期
、
一
九
二
六
年

四
月
（『
集
成
』
第
一
一
巻
）
二
二
三
頁

93　

昧
然
「
仏
化
新
青
年
会
説
明
」『
仏
化
新
青
年
』
創
刊
号
、一
九
二
三
年
三
月
（『
集

成
』
第
一
三
巻
）
一
九
頁

94　

霊
華
「
新
世
紀
由
非
宗
教
入
新
宗
教
之
趨
勢
與
仏
化
」『
仏
化
新
青
年
』
第
二
巻
第

三
号
、
一
九
二
四
年
七
月
（『
補
編
』
第
三
巻
）、
二
九
八
頁

95　
「
国
会
議
員
連
名
為
請
国
務
院
通
令
保
護
仏
化
新
青
年
世
界
宣
伝
隊
公
函
」『
仏
音
』

第
一
年
第
八
・
九
期
、
一
九
二
四
年
一
一
月
（『
集
成
』
第
一
四
五
巻
）
三
四
三
頁

96　

甯
達
蘊
「
仏
化
與
新
生
活
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
三
年
四
月

（『
集
成
』
第
一
三
巻
）
一
一
八
頁

97　

甯
達
蘊
「
我
為
甚
么
要
学
仏
？
」『
仏
化
新
旬
刊
』
第
一
二
期
、
一
九
二
二
年
一
〇

月
（『
集
成
』
第
一
一
巻
）
四
八
九
頁

98　

甯
達
蘊
「
日
災
感
言
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
七
号
、
一
九
二
三
年
一
〇
月

（『
集
成
』
第
一
四
巻
）
一
二
九
頁



二
六
二

540

99　

甯
達
蘊
「
学
仏
態
度
的
商
権
」『
仏
化
新
青
年
』
創
刊
号
、一
九
二
三
年
三
月
（『
集

成
』
第
一
三
巻
）
三
五
頁

ap0　
「
仏
化
新
青
年
会
的
覿
面
」『
仏
化
新
青
年
』
創
刊
号
、一
九
二
三
年
三
月
（『
集
成
』

第
一
三
巻
）
九
頁

ap1　

甯
達
蘊
「
仏
化
與
文
化
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
六
号
、
一
九
二
三
年
九
月

（『
集
成
』
第
一
四
巻
）
一
四
頁

ap2　

寄
漚
「
僧
界
應
革
新
之
点
」『
仏
化
新
青
年
』
第
二
巻
第
五
・
六
合
号
、一
九
二
四
年

八
月
（『
補
編
』
第
四
巻
）
四
〇
頁

ap3　

釈
源
印
「
出
家
是
什
么
一
囘
事
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
三
年

四
月
（『
集
成
』
第
一
三
巻
）
一
五
六
頁

ap4　

甯
達
蘊
「
論
中
国
現
代
仏
教
史
料
問
題
―
與
上
海
海
潮
音
社
記
者
商
権
―
」『
海
潮

音
』
第
八
巻
第
六
期
、
一
九
二
七
年
七
月
、
六
一
二
頁

ap5　

甯
達
蘊
「
仏
化
與
新
生
活
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
三
年
四
月

（『
集
成
』
第
一
三
巻
）
一
一
八
頁

ap6　
「
民
国
十
三
年
新
甲
子
仏
化
新
青
年
会
徴
求
会
員
的
原
由
説
明
書
」『
仏
化
新
青
年
』

第
二
巻
第
四
号
、
一
九
二
四
年
八
月
（『
補
編
』
第
三
巻
）
四
〇
九
〜
四
一
〇
頁
。
以

下
の
引
用
文
も
同
様
で
あ
る
。

ap7　

甯
達
蘊
「
仏
化
與
新
生
活
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
三
年
四
月

（『
集
成
』
第
一
三
巻
）
一
一
二
頁
、
一
一
八
頁

ap8　

甯
達
蘊
「
仏
誕
紀
年
感
言
」『
海
潮
音
』
第
七
巻
第
五
期
、
一
九
二
六
年
六
月
、

六
八
九
〜
六
九
〇
頁

ap9　
「
東
方
文
化
学
社
宣
言
」『
仏
化
新
青
年
』
第
二
巻
第
四
号
、一
九
二
四
年
八
月
（『
補

編
』
第
三
巻
）
四
八
二
頁

aq0　

梁
啓
超
『
欧
游
心
影
録
』（
前
掲
、
同
著
『
飲
冰
室
専
集
』
第
五
冊
所
収
）
三
五
頁

aq1　
「
本
刊
啓
事
二
」『
仏
化
新
青
年
』
創
刊
号
、
一
九
二
三
年
三
月
（『
集
成
』
第
一
三

巻
）
二
頁

aq2　

甯
達
蘊
「
仏
化
與
新
生
活
」『
仏
化
新
青
年
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
二
三
年
四
月

（『
集
成
』
第
一
三
巻
）
一
一
二
頁

aq3　

張
宗
載
「
仏
化
運
動
と
世
界
改
造
」『
中
央
仏
教
』
第
一
〇
巻
第
二
号
、
一
九
二
六

年
一
月
、
二
七
頁
。
原
文
は
未
見
。
な
お
こ
こ
で
は
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
日
本
語
の
文

章
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

aq4　

甯
達
蘊
「
仏
誕
紀
年
感
言
」『
海
潮
音
』
第
七
巻
第
五
期
、
一
九
二
六
年
六
月
、

六
八
九
〜
六
九
〇
頁

aq5　
「
仏
化
新
青
年
会
募
捐
公
啓
」『
仏
化
新
青
年
』
創
刊
号
、
一
九
二
三
年
三
月
（『
集

成
』
第
一
三
巻
）
一
四
頁

aq6　
「
民
国
十
三
年
新
甲
子
仏
化
新
青
年
会
徴
求
会
員
的
原
由
説
明
書
」『
仏
化
新
青
年
』

第
二
巻
第
四
号
、
一
九
二
四
年
八
月
（『
補
編
』
第
三
巻
）
四
〇
九
頁

aq7　

黄
色
人
「
黄
色
人
應
具
之
覚
悟
」『
海
潮
音
』
第
五
巻
第
三
期
、一
九
二
四
年
四
月
、

三
四
九
頁

aq8　

陳
維
東
「
不
学
仏
者
皆
是
寄
生
蟲
亡
国
奴
」『
海
潮
音
』
第
五
巻
第
三
期
、一
九
二
四

年
四
月
、
三
五
〇
〜
三
五
三
頁

aq9　
「
仏
化
新
青
年
月
刊
一
二
三
号
現
己
出
版
」『
海
潮
音
』
第
四
年
第
四
期
、一
九
二
三

年
六
月
、
四
八
七
頁

aw0　

ム
ル
ク
・
ラ
ー
ジ
・
ア
ー
ナ
ン
ド
著
、
渡
辺
照
宏
訳
「
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ド
・
タ

ゴ
ー
ル
―
東
西
の
融
和
者
―
」『
思
想
』
四
四
八
、一
九
六
一
年
一
〇
月
、一
二
五
一
頁

aw1　

タ
ゴ
ー
ル
の
訪
中
に
関
し
て
は
、渡
辺
新
一
「
１
９
２
４
年
タ
ゴ
ー
ル
の
来
華
と
徐

志
摩
」『
中
央
大
学
論
集
』八
、一
九
八
七
年
三
月
、二
六
〜
三
一
頁
。
鄧
捷「
一
九
二
〇

年
代
中
国
に
お
け
る
タ
ゴ
ー
ル
の
受
容
と
聞
一
多
の
格
律
詩
―
『
人
格
』・
鄭
振
鐸
・

徐
志
摩
・『
黒
屋
』
を
媒
介
と
し
た
一
試
論
―
」『
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室

紀
要
』
七
、二
〇
〇
四
年
四
月
、
九
八
〜
九
九
頁
な
ど
。

aw2　

記
者
「
泰
谷
爾
与
仏
化
新
青
年
会
」『
仏
化
新
青
年
』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
二
四

年
六
月
（『
補
編
』
第
三
巻
）
二
〇
三
頁

aw3　

前
掲
、
釈
印
順
編
著
『
太
虚
法
師
年
譜
』
九
三
頁

aw4　

記
者
「
泰
谷
爾
与
仏
化
新
青
年
会
」『
仏
化
新
青
年
』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
二
四

年
六
月
（『
補
編
』
第
三
巻
）
二
〇
四
頁

aw5　

張
宗
載
「
泰
谷
爾
之
大
愛
主
義
」『
仏
化
新
青
年
』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
二
四
年

六
月
（『
補
編
』
第
三
巻
）
二
一
六
頁

aw6　

劉
霊
華
先
生
在
仏
化
新
青
年
会
演
講
弟
子
邵
福
宸
記「
我
們
究
竟
為
什
么
要
歓
迎
泰

谷
爾
？
」『
仏
化
新
青
年
』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
二
四
年
六
月
（『
補
編
』
第
三
巻
）

二
一
〇
〜
二
一
頁
。
以
下
は
こ
の
資
料
に
拠
る
。

aw7　

仏
化
新
青
年
会
の
閩
南
・
東
南
ア
ジ
ア
進
出
に
関
し
て
は
、
稿
を
改
め
た
い
。 

（
本
学
非
常
勤
講
師
・
興
隆
学
林
専
門
学
校
非
常
勤
講
師
）


